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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像    
 

校種 小学校 

学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

出題範囲 小学校第 1・2 学年 小学校第 3・4 学年 

 

Ａ話す・ 

聞くこと ｴ 

大事なことを落とさない 

ｴ 

中心に気を付けて質問・感想 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ B【話聞】1-2 ・ B【話聞】1-2 

 

Ｂ書くこと 
ｲ 

構成:事柄の順序 
ｲ 

構成:段落の役割 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｳ 
推敲：間違いに気付き正す 

ｳ 
推敲：間違いを正し、よりよい表現に 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｴ 
交流:よいところ見付け感想 

ｵ 
交流:考えの明確さについて意見 

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

Ｃ読むこと 

 

 

 

 

  

  

ｲ 

時間・事柄の順序 

ｲ 

内容の中心となる語・文 

・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

内容の大体 段落相互の関係 

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-2 

 事実と意見の関係、 

 ・B【読】(説)3-3 

ｳ 

人物の行動、想像を広げ 

ｳ 

 場面の移り変わり 

・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

・ B【読】(文)4-2 
 

 
 
 

登場人物の性格を想像 

・B【読】(文)4-2  
 

登場人物の気持ちの変化を想像 

・A【読】(文)4-3 

 

 

 
  

ｴ 

大事な言葉・文を書抜 

ｴ 

要点・細かい点・引用・要約：人物や情景の描写 

・A【読】(説)3-3 
・ A【読】(文)4-3 

・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-4 

ｵ 

経験と結び付いた思いや考え 

ｵ 

自分の考えをもつ 

・S【読】(説)3-4 ・ S【読】(説)3-5 

・ S【読】(文)4-4 
 

・ S【読】(文)4-5 
 

 

伝統的な 

言語文化と 
国語の特質に 
関する事項 ｲ 

(ｳ)意味によるまとまり 

ｲ 

(ｵ)性質・役割による類別 

・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｶ)主語・述語 (ｷ)修飾語・被修飾語 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｵ)句読点 (ｶ)辞書で調べる方法 

・C【言】2-3 ・ C【言】2-3 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

小学校第 5・6 学年 中学校第 1 学年 中学校第 2 学年 

 

ｴ 

話し手の意図を捉え、自分の意見と比較 

ｴ 

共通点・相違点の整理 

ｴ 

論理構成・自分と比較 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 

 

ｲ 
構成:考えを明確にする文章全体の構成 

ｲ 
構成:段落の役割 

ｱ 
構成:立場、事実や事柄明確に 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｳ 
推敲：表現の効果 

ｳ 
推敲：表記や語句の用法、叙述 

ｴ 
推敲：語句、文、段落相互の関係 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｵ 
交流:表現の仕方に着目し助言 

ｵ 
交流:題材、材料、根拠 

ｴ 
交流:意見、助言、考えを広げる 

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

 

 

ｱ 

文脈上の語句の意味 

ｱ 

抽象的な概念・心情を表す語句 

 ・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

   

ｳ 

内容を的確に押さえ要旨を捉える 

ｲ 

中心・付加的な部分、要旨 

ｲ 

文章全体と部分の関係 

・C【読】(説)3-1 ・ B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-2 

・ B【読】(説)3-2   

事実と意見、感想の関係 要約・要旨  

・B【読】(説)3-3 ・ B【読】(説)3-3  

   

ｴ 

 

ｳ 

場面の展開、人物の描写 人物の言動の意味 

 ・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

 ・ B【読】(文)4-2 ・ B【読】(文)4-2 

   

人物の相互関係・心情を捉える  例示や描写の効果 

・C【読】(文)4-1 

・ B【読】(文)4-2 

 ・ B【読】(説)3-3 

・ B【読】(文)4-3   

優れた叙述について考えをまとめる 

ｳ 

文章構成・展開、表現の特徴 

ｳ 

構成や展開、表現の仕方について根拠を明確に 

・A【読】(文)4-4 ・ A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 

・ S【読】(文)4-5 ・ A【読】(文)4-3 ・ A【読】(文)4-3 

   

   

 

ｵ 

考えを広げ深める 

ｴ 

ものの見方・考え方を広げる 

ｴ 

見方・考え方の知識・体験関連付け 

・A【読】(説)3-4 
・ S【読】(説)3-5 

・ S【読】(説)3-5 
・ S【読】(文)4-4 

・ S【読】(説)3-5 
・ S【読】(文)4-4 

   

 

ｲ 

 

ｲ 

(ｱ)音声の響き・仕組み 

ｲ 

(ｲ)同音異義語、多義的意味 

 ・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｷ)文や文章の構成 (ｴ)単語の類別 (ｴ)単語の活用 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｸ)日常よく使われる敬語   

・ C【言】2-3   

ｳ 
(ｲ)漢字の由来、特質     

・ C【言】2-1   

 

  ※S～C：設問レベル、【話聞】話す・聞く能力 【書】書く能力、【読】読む能力 

【言】言語についての知識・理解・技能、番号：設問番号、(説)説明的文章、(文)文学的文章 
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２ 結果の分析と考察                         
 

（1）５段階の学習状況の評定（学力段階）（再掲） 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.01 

 

第 4 学年 2.92 

第 5 学年 3.00 

第 6 学年 2.96 

中学校 

第 1 学年 2.97 

第 2 学年 2.84 

第 3 学年 2.84 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定（学力段階）ごとの平均正答率（教科全体）（再掲） 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 57.0 51.9 63.7 73.7 65.1 73.1 58.3

R1 15.3 16.7 21.0 33.5 32.2 38.6 24.1

R2 33.7 31.5 41.5 60.3 51.3 64.3 44.5

R3 59.0 55.6 67.2 78.3 67.3 78.1 62.8

R4 78.0 70.9 85.0 88.9 80.2 87.5 77.1

R5 85.5 80.6 89.7 95.9 90.9 94.6 88.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定（学力段階） 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 充分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

10.0%

9.3%

9.5%

8.4%

6.5%

9.6%

8.8%

26.4%

30.1%

22.4%

24.0%

19.6%

13.8%

10.4%

38.8%

37.3%

38.6%

41.7%

50.9%

59.4%

60.5%

19.3%

14.6%

20.4%

14.3%

13.1%

9.8%

11.8%

5.5%

8.8%

9.1%

11.5%

9.9%

7.4%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 63％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 17 ポイン

ト低い状況である。この状況を生徒数に換算すると、杉並区全体では 340 人（学年を

2,000 人とした場合）、1 校あたりではおおむね 15 人を R3（以上）に引き上げること

が必要である。 

 ○学年別にみると、中学校第 2 学年までは学年進行に伴い R1・2 の全体に占める割合が

増加している。つまずき、学び残しを解消する機会がないままに学年が進み、中学校

第 2 学年では 39％の生徒が何らかのつまずき、学び残しを抱えている状態となって

いる。一方 R4・5 も学年進行にしたがい、ゆるやかに割合が増加している。つまり、

R3 の割合が徐々に減っている。 

 ◎（概括１）学年進行に伴うつまずき、学び残しを累積させないためには、全ての児

童・生徒に各々の学力・学習状況に応じた指導が必要であることを前提としながらも、

R1・2 への重点的な基本的な技能に関する個別指導・支援が必要である。また、学習

指導要領に示される指導目標・内容（事項）の【系統性】を構造的且つ明確に理解し、

単位時間における課題解決学習の定着を図る。その際、学力段階と意識・実態調査の

結果をクロスして関連付け、児童・生徒一人一人を取り巻く環境や意識も十分に把握

した上で、学力向上のための手だてを考える必要がある。また、言語活動の【連続性】

を十分に確保した指導により、各学年での積み上げを確実に行う必要がある。 

 ◎（概括２）R1・2 と R4・5 の増加傾向にある学習状況の改善は、児童・生徒同士の学

び合いを生かし、二人組や小集団、学級集団全体の交流を活性化させることにも資す

る。また、子ども同士だけでなく、教員や地域の人との【協働】を通じて教育内容と

教育環境の充実に努め、児童・生徒の主体的な学びを確保していく必要もある。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○小学校第 6 学年と中学校第 2 学年の結果の背景には、活用 S の設問の難易度が、他学

年と比較し、各設問が想定するレベルに対し容易であったことがあると考える。学習

指導要領の実現状況を適切に把握するためにも、平成 29 年度調査においては、他学

年と難易度を統一していく調整が必要になる。 

 ◎（概括１）ほとんどの学年において、R1 に近づくほど段階間の通過率の差が大きく

なる。つまずきや学び残しは学年進行に伴い累積していく。当該学年の基礎的・基本

的な指導事項を確実に身に付けさせる指導の改善が急務である。特に指導事項にふさ

わしい言語活動を工夫し、全ての児童・生徒が主体的に活動する授業を構築する中で、

つまずきや学び残しを解消したり新たに累積させたりしない指導が必要である。 

◎（概括２）授業の中ではペアやグループ学習など協働的な学習を取り入れ、一人一人

の学習活動を保証し、充実感をもたせる必要がある。一人一人が主役となるペア学習

を取り入れることは、教師主導の一斉指導では学習の主体となる機会を得ることが難

しい R2 や 3 をはじめ、全ての児童・生徒が活躍する手だてにもなる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

  

イ 観点別 

①話す・聞く能力 

 

②書く能力 

 

③読む能力 

 

④言語についての知識・理解・技能 

 

 

ウ 領域別 

①説明的な文章 

 

②文学的な文章 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、段階間の差をみると R１と 2 の差が最も大きい傾向にある。R1

への特別な手だての必要性がみてとれる。正答率は小学校第 6 学年と中学校第 2 学年

が最も高い。これは、前述のとおり、設問の難易度が影響していると考えられる。 

 ○「活用」については、段階間の差では、学年進行にしたがって R1 と 2 の差が広がっ

ていく傾向にある。正答率は、R1・2 ともに、中学校第 2 学年までは学年進行にした

がってゆるやかに上昇し、中学校第 3 学年で再び縮まる。 

 

〔観点別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「書く能力」に関する課題は依然大きく、R1 と 5 の差は 78 ポイントと 4 観点中で最

も大きい。特に小学校第 4 学年を境に R1 と 2 の差が徐々に開いていき、中学校第 3

学年で再び差が縮まる。 

 ○「話す・聞く能力」については、他観点別能力と比較して正答率が高い。他観点と比

較し、R1 の正答率が 58％と高いことが背景にある。 

 ○「読む能力」では、R1 と 2 の差が、全学年を通し、他段階間の差と比べて大きい。  

 ○「言語についての知識・理解・技能」については、当該観点に含まれる設問レベルは

全て基礎 C であり、全ての児童・生徒に確実に習得させる必要のある＝通過率 100％

を目標とする。この基準に照らすと、最も大きな課題を残している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○設問レベル・難易度が完全に同一ではないため慎重に考察する必要があるものの、例

年「文学的な文章」の平均正答率と比較し、「説明的な文章」のそれが低い傾向にあ

った。今年度は、小学校第 3 学年と第 5 学年では「説明的な文章」が高いものの、全

体としては例年と同様の傾向がみられた。この背景には、文学的な文章が説明的な文

章に比べ身近に触れることの多い存在であることが考えられる。しかし、「文学的文

章」と「説明的文章」の平均正答率の差は 1 ポイントと、昨年度の差 11 ポイントと

比べ小さい。意図的に触れさせるべき「説明的文章」の指導において、指導内容の

【系統性】を構造的に理解したつながりのある指導が行われ、その効果が表れてきて

いると考えられる。 

 ◎（概括１）上記は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に基づく

考察ではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって、学年進行に伴う傾向、観

点・領域間を比較した傾向を同定し、学習や指導の実態とすることは避けるべきであ

る。学力・学習状況には、経済や社会関係、文化といった資本も影響している。 

◎（概括２）以下の四点については、学習や指導の改善方策を重点的に考える必要があ

る。①「書く能力」が他観点と比較して低く、小学校第 4 学年から差が開く傾向、②

「読む能力」における「自分の考えの形成及び交流」「自分の考えの形成」の無答率

が高い傾向、③「読む能力」の R1と 2の差が大きい傾向、④「言語についての知識・

理解・技能」の平均正答率が低い傾向。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞く・話すこと（聞くことの系統） 

  ①「聞くこと」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 1-1 ｴ 大事なことを落とさないように聞く。 

第 4 学年 
基礎 B 1-1 ｴ 話の中心を聞き取る。 

 

第 5 学年 （要点を１文で書く。） 

第 6 学年 
基礎 B 1-1 ｴ 話し手の意図を捉える。 

（意見の内容を捉える。） 

中
学
校 

第 1 学年 （話の目的を捉える。） 

第 2 学年 基礎 B 1-1 ｴ 質問しながら聞き取る。 （意見に質問をする。） 

第 3 学年 基礎 B 1-1 ｴ 話の論理的な構成や展開に注意して聞く。 

   

 

イ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（言葉の特徴や決まり） 

②「語句・言葉」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｶ 文中から主語と述語を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 文中の語句を修飾している語を捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 

重文を単文に分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 複文を単文に分ける。 

第 2 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語に分類する。 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｴ 動詞・形容詞・助動詞に分類する。 
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〔「聞くこと」に関する設問の考察〕 

   小学校では、話の中心や話し手の意図を聞き取ることができるかどうか、中学校で

は意見に対して質問したり、話の構成や展開に注意して聞き取ったりすることができ

るかどうかを趣旨とする設問を抽出しており、全ての児童・生徒に確実な習得を目指

す基礎 B のレベルである。 

   話の中心を聞き取って要点を 1 文で書く小学校第 5 学年の通過率は、90.1％であ

る。要点をつかむ力を中学年で確実に付けることが要点を 1 文で書く力となり、この

力は、話し手の意図を捉える力につながっていく。中学校第 2 学年の話し手の意図を

捉える趣旨の設問では、98.2％と確実に身に付いてきているといえる。 

   中学校第 3 学年の設問は、話し手が構成を考えて話しているか、論理的に話してい

るかなどの話の仕方の工夫を問うものである。全体の通過率が 71.3％であり、前学

年と比較すると全ての段階で通過率が低下していることから、多くの生徒にとってこ

うした学習経験が不足しているのではないかと考える。 

R1・2 の児童・生徒の聞く力を高めるために、次のような指導の手だてが効果的で

ある。第一に、話す時は話す内容に入る前に「話題」を前置きする習慣を付けること。

第二に、聞く時は「何についての話か」「話題は何か」など、全体を捉えるようにす

ること。第三に、読む時には作品を最初から細部を読むのではなく、「何についての

話か」「どんなあらすじか」など、話の大体をつかんでから細部を読むようにするこ

と。話や作品を構造的に聞いたり読んだりするような指導を工夫するとよい。 

 

〔「語句・言葉」に関する設問の考察〕 

  中学校第 2・3 学年以外は、文中の主語と述語、修飾語と被修飾語の関係を問う設

問を抽出しており、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C のレベルである。 

小学校低学年の主語と述語との関係を捉える力は、中学年の修飾と被修飾との関

係などを捉え、文や文章を正しく理解する力につながっていく。文中から主語と述語

を押さえる小学校第 3 学年の通過率が 50.8％、修飾と被修飾との関係を捉える小学

校第 4 学年の通過率が 40.7％であることは大きな課題である。しかし、同趣旨の小

学校第 5 学年が 73.4％の通過率であることから、指導の改善が徐々に進んでいると

推察できる。また、複文を単文に分解する趣旨の中学校第 1 学年は、全体で 98.5％、

全段階で 90％台の通過率である。文を正確に読む力は確実に定着してきている。 

主語をつかむ具体的な指導の手だては、先に「述語」を見付けさせることにある。

文の中で述語を省略することはほとんどなく、述語は文の最後に書かれているのでつ

かみやすい。主語は、述語から離れて書かれていたり省略されていたりすることや、

主語を表す助詞には「も」「だけ」「こそ」等もあることに気を付ける。「は」「が」

のみが主語であると思い込んでいることもある。いろいろな文章を読み、どんな長い

文でも主語と述語、修飾と被修飾の関係を押さえさえすれば文を正確に読むことがで

きるという体験をさせることが必要である。 
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ウ 書くこと（構成、推敲の系統） 

  ①「構成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5-1 ｲ 事柄の順序に沿って簡単な構成を考える。 

第 4 学年 
基礎 B 5-1 ｲ 文章全体における段落の役割を理解する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 5-1 ｲ 

文章全体の構成の役割を考える。 

中
学
校 

第 1 学年 文章全体の構成から段落の効果を考える。 

第 2 学年 基礎 B 5-1 ｲ 段落の役割を考えて接続語を選ぶ。 

第 3 学年 基礎 B 5-1 ｲ 文章全体の構成の工夫を理解する。 

 

  

 

②「推敲」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 間違いなどに気付き、正す。 

第 4 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

文章の間違いを正しく直す。 

第 5 学年 文章をよりよい表現に書き直す。 

第 6 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

表現の効果を考えて文を書き直す。 

中
学
校 

第 1 学年 意味を考えて正しい文に書き直す。 

第 2 学年 活用 A 5-2 ｴ 叙述の仕方について適切に書き直す。 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 段落相互の関係を考えて適切に書き直す。 
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〔「構成」に関する設問の考察〕 

小学校・中学校ともに、文章を書くときの構成をどのようにするかを問う設問で

ある。具体的には自分の考えを明確に表現するために文章全体において段落が果たす

役割や効果、段落相互の関係などを問う設問を抽出しており、全ての児童・生徒に確

実な習得を目指す基礎 B のレベルである。 

小学校第 3 学年は事柄の順番を捉え、第 4・5 学年は文章全体の基礎となる段落相

互の関係を捉える設問である。第 4・5 学年の通過率が 50％台から 60％台となり、段

落の役割から文章の構成を考える学習が定着していないといえる。しかし、第 6 学年

から中学校第 2 学年の通過率が 82.5％、85.0％、94.7％と上昇していることから、

文章全体の構成や段落の役割を考える力は、学年が上がるにつれて定着してきている

といえる。 

説明的な文章は「初め・中・終わり」の三部構成であること、「初め」の段落は

「問いと話題」、「中」の段落は「問いの答え、筆者の説明や根拠」、「終わり」は

「説明のまとめ、話題に関しての考え」が書かれていること、そして、段落相互の関

係はその関係にふさわしい働きをする接続語で結ばれていることを、読んだり書いた

りすることを通じて身に付けさせる指導が必要である。 

言葉や文・文章は具体と抽象の関係で書かれていることを理解させることも重要

である。特に、説明的な文章では、考えを書く「終わり」の文章は抽象的に、説明を

書く「中」の文章は具体的に書くことを指導する。文学的な文章では、抽象的な言葉

を具体的な言葉で言い替えてイメージを描く、反対に具体的なイメージを抽象的な言

葉で言い表すなど、抽象と具体の往還が必要である。 

 

〔「推敲」に関する設問の考察〕 

   間違いを直したり、よりよい文に書き直したりすることを趣旨とする推敲の設問で

ある。今年度が初出となる。低学年の語句の間違いを正す力が、中学年の文章上の間

違いを正してよりよい表現に直す力につながり、高学年では表現の効果を考える力に

つながっていく。小学校第 4 学年では、「これからは」に続く文にするために「書い

た」を未来形の「書きたい」に推敲する。小学校第 5 学年は、重文の述語の重なりを

一つに正す設問である。通過率はいずれも 30％台であり、大きく課題を残した。 

   推敲は、文を書いた後に、仮名や漢字など表記上の間違いを正すことだけを意味し

ない。系統性を構造的に理解したうえで、よりよい表現に書き直す、適切に書き直す

といった活動を連続的に展開することが求められている。「よりよい表現に書き直す」

とは、伝えようとする事実や事柄、意見などが十分に書き表されているかどうかを検

討することである。表記や語句の用法、叙述の仕方（特に文末表現・述語の重複・主

語のねじれ）など、指導事項を踏まえて具体的な文例を使って指導するようにする。

「適切に書き直す」とは、伝えたい事柄にふさわしい語句や文の使い方、段落の分け

方や段落相互の関係、全体と部分の関係などが適切かどうかを考えることである。 
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エ 読むこと「説明的な文章」（文章の解釈の系統） 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 3-1 ｲ 時間の順序や行動の順序を捉える。 

第 4 学年 
基礎 C 

3-1 
ｲ 

文章の中から問いを表す文を捉える。 

第 5 学年 3-1 中心的な内容を押さえ小見出しを付ける。 

第 6 学年 
基礎 C 3-1 ｳ 

文章に書かれている話題をつかむ。 

中
学
校 

第 1 学年 文章全体の構成を把握する。 

第 2 学年 基礎 C 3-1 ｲ 文脈における語句の役割を捉える。 

第 3 学年 基礎 C 3-1 ｲ 抽象的な表現の意味するところを文脈から理解する。 

   

 

 

②「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 内容の大体を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 B 

3-2 
ｲ 文と文の相互関係を表す接続語を捉える。 

第 5 学年 3-2 

第 6 学年 
基礎 B 3-2 ｳ 

筆者の意見の中心となる事柄を押さえる。 

中
学
校 

第 1 学年 文章の内容の中心となる文を押さえて要約する。 

第 2 学年 基礎 B 3-2 ｲ 幾つかのまとまった段落を要約する。 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 各段落が文章全体の中で果たす役割を捉える。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

   小学校では書かれている内容の大体や話題をつかんだり、内容の中心を的確に押さ

えて読んだりすることができるか、中学校では語句の役割や表現の意味を理解できて

いるかどうかを趣旨とした設問を抽出しており、全ての児童・生徒に確実な習得を目

指す基礎 C のレベルである。小学校第 3 学年、第 5・6 学年は通過率が 80％から 90％

台、小学校第 4 学年は 65％、中学校第 1 学年は 34％である。 

小学校第 4 学年の「問い」は、二段落に書かれている。「問い」は一段落に書かれ

ているものだという固定観念があると、一段落と解答（誤答）してしまう。問いの文

は一段落に書かれているとは限らない。 

説明的な文章においては、問いの文、説明の文（事実の文）、意見の文を区別す

るために、文末に着目しながら読むことが大切である。説明型の文章には「問い」に

当たる文が書かれており、その「問い」の文末は「～ですか」「～でしょうか」「～

でしょう」と表現されていることが多い。ただし、論説型の文章には問いに当たる文

がないのが一般的であり、話題として提供されているため、文末に着目するだけでは

分からない。したがって、高学年になれば文種を区別して読むことが必要となる。 

中学校第 1 学年は、文章の構成を問う設問で、示されている小見出しに従って形式

段落を意味段落にまとめればつかめるものである。小見出しは段落の要点であり、段

落の中心となる文の中の重要語句が要点でもあるために、要点の指導が鍵となる。 

 

〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

基礎 B の設問である。通過率が最も高かったのは小学校第 5 学年の 70.3％であり、

その他の学年は、小学校第 4 学年を除きおおむね 60％から 70％である。しかし小学

校第 4 学年は 14.9％であり、無答率も 1.2％であったことから、設問自体に課題があ

ったと考える。 

小学校第 4 学年の設問は文と文とのつながり方を接続語で答えるものである。文脈

の中から適切な接続語を選択するためには二つの思考過程が必要となる。まず、前文

と後文とのつながり方は並列か、対立か（反対か）、因果関係かの三つが基本である

ために、この中から一つ選ぶ。次に、選択肢に示されている四つの接続語がどんな場

合に使われるのか、接続語の働きを理解した上で選ぶ。文と文の関係の中でとりわけ

難しいのは反対の関係であり、設問は反対の接続語「しかし」を選ぶものであった。

しかも、前文が重文であるために、文意の理解も困難であったと考えられる。 

小学校第 6 学年の通過率は 60.7％で、設問は筆者が最も伝えたいことはどんなこ

とかを選択肢の中から選ぶものである。筆者の主張が「終わり」の段落に書かれてい

ることが多いのは、これまで繰り返し学習してきている。最後の段落である「終わり」

の文に筆者のまとめが書かれており、そのまとめの文が選択肢の文言と同じであるに

もかかわらず、約 40％が誤答であった。書かれている内容を理解するだけではなく、

文章の構成や構造など、表現の特徴や表現の仕方を考える指導が一層必要である。 
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オ 読むこと「文学的な文章」（文章の解釈／自分の考えの形成の系統） 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動を想像する。 

第 4 学年 
基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動や会話から登場人物の性格を押さえる。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 4-2 ｴ 登場人物の行動や会話から登場人物の心情を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 4-3 ｳ 登場人物の描写から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｲ 登場人物の言葉や行動の意味を理解する。 

   

 

 

②「自分の考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章の中から大事な言葉や文を書き抜く。 

第 4 学年 
活用 A 4-4 ｳ 

人物の行動の意味を考える。 

第 5 学年 人物の描写や気持ちを想像する。 

第 6 学年 
活用 A 4-4 ｴ 

優れた叙述（表現）に気付き自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 優れた叙述（表現）に気付き自分の考えをまとめる。 

第 2 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章の表現の特徴について自分の考えをもつ。 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｳ 表現の仕方について根拠を明確にして自分の考えをまとめる。
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

   登場人物の行動・性格・人物相互の関係・心情・心情の変化などを問う趣旨の設問

基礎 B の設問である。全体の通過率は小学校第 3 学年で 43.8％、中学校第 1・3 学年

はそれぞれ 61.4％・55.4％であり、他学年と比較して 20 から 40 ポイント低い。 

小学校第 3 学年は、人物の行動の意味を選択肢から選ぶ設問である。誤答の背景に

は、二つの原因があると考えられる。それらは、第一に、叙述の直前直後の文のみを

読んで答えてしまい文章の初めから読んで考えていないこと、第二に、「てれくさい」

の言葉の意味が分かっていないことである。 

   中学校第 1 学年は抽象的な比喩表現で書かれた人物の行動の意味を、中学校第 3 学

年は心情を表す会話文の意味をそれぞれ選択肢から選ぶ設問である。どちらも平易な

言葉であることから、言葉の意味そのものが分からないのではなく、文脈の中から意

味を想像することができていないのではないかと考える。 

   文章の読みにおいては、抽象的に書かれた言葉や文を、具体的にイメージする過程

を通し、正確且つ豊かに理解させるようにする。具体的にイメージするとは、具体的

な言葉で言い換えたりイメージしたことを映像で思い描いたりすることであり、これ

らは自分自身の体験や豊かな読書によって支えられる。「この言葉を具体的な言葉で

言い替えると？」「この言葉からどのような映像が浮かぶか？」「この文章からどん

なことが分かるか？」といった発問によってこうした力を育成していく必要がある。 

 

〔「自分の考えの形成」に関する設問の考察〕 

   小学校第 3 学年の設問は「文章の中から大事な言葉や文を書き抜く」を趣旨とし、

全体の通過率は 23.9％であった。低学年の「文章の中から大事な言葉や文を書き抜

く」力を確実に付けることが、中学年の「叙述を基に想像して読む」力になる。登場

人物の性格や気持ちの変化、情景などについて想像するときは、叙述の中から象徴的

に書かれた重要語句や文に着目しなければならない。重要語句や文とは、とりもなお

さず、大事な言葉や文に他ならない。この力は高学年の「優れた叙述について自分の

考えをまとめる」力、中学校の「描写に注意して読む」力につながる。 

小学校第 6 学年以上は文章の表現の工夫や特徴について、自分はどのように考える

かを問う趣旨の設問である。中学校第 1 学年では、全体の通過率が 21.7％であった。

中学校第 1 学年の「『自分の言葉』という表現を作者が何度も使っているのはなぜか」

という設問文にみられるように、問われているのは話の内容ではない。話の内容に関

しては一人一人の想像（力）による解釈の多様性が認められる一方、話の表現に関し

ては作者が表現した意味や意図、効果を論理的に説明する力が求められる。具体的に

は、小学校第 6 学年の「『白いばら』を『真っ白いばら』と表現したのはなぜか」と

いう設問文のように、『白』と『真っ白』の意味の違い、作者が使い分けた意図や効

果について、文脈の中から考えて適切な言葉で説明する力である。 

   文学的な文章では、内容や表現の解釈とともに、考えを説明する力が求められる。 
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0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
5
7
.0

1
5
.3

3
3
.7

5
9
.0

7
8
.0

8
5
.5

1
0

6
2
.5

6
5
.4

2
0
.3

4
1
.5

6
9
.8

8
4
.4

8
3
.8

6
3
7
.5

4
3
.0

6
.9

2
0
.7

4
1
.0

6
7
.2

8
8
.3

0
0
.0

1

2
1
2
.5

2
8
6
.3

4
9
.7

6
2
.6

9
2
.1

9
7
.0

9
6
.8

3
1
8
.8

3
5
2
.2

8
.6

1
8
.8

5
4
.6

7
6
.7

8
7
.2

8
5
0
.0

4
5
3
.0

1
0
.5

2
8
.8

5
4
.0

7
5
.9

8
6
.9

3
1
8
.8

5
5
3
.1

1
1
.9

4
2
.5

5
4
.5

7
2
.1

7
2
.4

5
3
1
.3

A
6
6
.4

2
7
.0

5
0
.6

6
9
.5

8
2
.1

8
2
.2

4
2
5
.0

B
6
9
.0

1
6
.6

4
6
.7

7
3
.1

8
8
.4

9
4
.6

4
2
5
.0

C
3
6
.9

4
.4

1
0
.9

3
5
.0

6
3
.3

7
9
.1

3
1
8
.8

D
5
2
.2

8
.6

1
8
.8

5
4
.6

7
6
.7

8
7
.2

0
0
.0

E

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

8
.8

%
1
0
.4

%
6
0
.5

%
1
1
.8

%
8
.5

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
2

7
5
.0

1
6
.3

3
1
8
.8

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

表
現

文
学

的
文

章

説
明

的
文

章

音
声

言
語

・
言

語
事

項

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

読
む

能
力

書
く

能
力

話
す

・
聞

く
能

力

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.8

%

1
0
.4

%

6
0
.5

%

1
1
.8

%

8
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
句
読
点
の
打
ち
方
を
理
解
し
て
文
章
で
使
う
設
問
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
19
．
5％

】
 

「
大
き
な
声
を
出
し
た
の
は
、
わ
た
し
だ
。」

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、（

 
）
に
点
を
一

つ
う
ち
ま
し
ょ
う
。

 

わ
た
し
は
（
 
 
）
大
き
な
声
で
（
 
 
）
歌
っ
て
い
る
妹
を
（
 
 
）
よ
ん
だ
。

 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

19
.5
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
40
.5
％
、
R4
＝
39
.2
％
、
R3
＝

16
.8
％
、
R2
＝
11
.1
％
、
R1
＝
1.
0％

で
あ
り
、
R4
・
5
に
お
い
て
も

50
％
に
到
達
し
な
い
。
こ
こ

で
は
、
大
き
な
声
で
よ
ん
で
い
る
の
は
「
わ
た
し
」
だ
と
判
断
し
、「

大
き
な
声
で
」
の
後
に
読
点

を
打
て
ば
よ
い
。
最
多
の
誤
答
は
「
わ
た
し
は
、」

の
36
.3
％
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
大
き
な
声
を

出
し
た
（
歌
っ
て
い
る
）
の
は
「
妹
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

 
 

■
 
考
察
 

 
 
 
正
し
い
意
味
が
伝
わ
る
よ
う
に
句
読
点
を
適
切
に
打
つ
設
問
は
、
昨
年
度
も

19
.7
％
と
通
過
率

が
低
い
。「

わ
た
し
は
」
の
後
に
読
点
を
打
っ
た
児
童
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
文
意
を
捉
え
て
い

な
い
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
読
点
は
、
格
助
詞
の
「
は
」「

が
」
の
後
に
付
け
る
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
た
り
、
主
語
の
す
ぐ
後
に
打
つ
も
の
だ
と
形
式
的
に
理
解
し
て
い
た
り
し
て
、
文
脈
に
合
わ
せ

て
適
切
に
打
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
誤
答
し
た
と
考
え
る
。「

大
き
な
声
で
」
は
主
語
の
「
わ
た
し
」

を
詳
し
く
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
理
解
す
る
学
習
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

文
や
文
章
の
中
の
主
語
と
述
語
の
関
係
を
確
か
め
な
が
ら
、
文
の
意
味
が
正
確
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
視
覚
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
主
語
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
印
を
付
け
た

り
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

（
2）

主
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
、
主
語
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
あ
る

こ
と
を
指
導
す
る
。
 

①
主
語
が
二
人
以
上
の
場
合
 
 

②
主
語
に
修
飾
語
が
付
い
て
い
る
場
合
 

 
 
 
③
主
語
と
述
語
と
が
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
 
 
 

④
主
語
を
省
略
し
た
り
、
人
物
や
生
物
で
は
な
く
物
で
あ
っ
て
も
主
語
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
 

 
 
 
⑤
主
語
の
後
に
付
く
助
詞
が
、「

こ
そ
」「

も
」「

か
」
な
ど
の
場
合
 

（
3）

日
常
的
に
短
作
文
の
指
導
を
行
い
、「

書
く
」
領
域
で
も
、
主
述
の
関
係
を
明
確
に
し
た
文
を
意

識
し
て
書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
4）
「
話
す
・
聞
く
」
領
域
で
も
、
主
述
の
関
係
を
意
識
し
た
話
し
方
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

【
登
場
人
物
の
行
動
を
想
像
す
る
設
問
 
大
問

4（
2）

 
基
礎

B 
43
.8
％
】
 

「
て
れ
く
さ
そ
う
に
か
お
を
見
あ
わ
せ
ま
し
た
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
、
二
人
は
て
れ
く
さ
そ

う
に
し
た
の
で
す
か
。
つ
ぎ
か
ら
一
つ
え
ら
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
 ■
 
結
果
 

「
ア
 
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
き
ゅ
う
に
は
ず
か
し
く
な
っ
た
か
ら
。」

を
選
べ
て
い
れ
ば
正
答

で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は

43
.8
％
で
あ
る
。
段
階
別
で
は
、
R1
＝
8.
7％

、
R2
＝
8.
5％

、
R3
＝

46
.3
％
。
R4
＝
69
.6
％
、
R5
＝
68
.8
％
と
な
っ
て
い
る
。
R1
・
2
と

R3
と
の
段
階
差
が
大
き
い
。
 

誤
答
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「

イ
 
子
犬
の
走
り
回
る
よ
う
す
が
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
ら
。」

の
25
.1
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で
「
ウ
 
名
前
を
き
か
れ
た
こ
と
が
、
は
ず
か
し
か
っ
た
か
ら
。」

が

13
.5
％
で
あ
る
。
R1
 ・

2
の
無
答
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

51
％
・
27
.6
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

今
ま
で
言
い
合
っ
て
い
た
二
人
が
子
犬
に
目
を
や
り
、
こ
の
ま
ま
け
ん
か
を
続
け
る
と
子
犬
を
踏

み
つ
け
て
し
ま
い
そ
う
だ
と
、
再
び
目
を
合
わ
せ
た
場
面
で
あ
る
。
些
細
な
こ
と
で
怒
っ
て
い
た
自

分
に
気
付
き
、
そ
れ
が
急
に
恥
ず
か
し
く
思
え
た
「
ア
」
が
正
答
で
あ
る
。「

イ
」
を
選
択
し
た
の

は
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
経
験
が
少
な
く
、
ど
ん
な
心
情
に
よ
る
も
の
か
を

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、「

て
れ
く
さ
い
表
情
→
笑
っ
て
い
る
よ
う
な
表
情
→
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
イ
メ
ー
ジ
か
ら
つ
な
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
R1
・
2
の
無
答
率
が
高

い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
言
葉
自
体
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「

ウ
」
の

選
択
は
、「

は
ず
か
し
い
」
と
い
う
心
情
は
捉
え
た
が
、
二
重
線
の
直
後
に
あ
る
「
お
ま
え
、
な
ん

て
い
う
ん
だ
。」

と
の
会
話
文
か
ら
、「

名
前
を
き
か
れ
た
」
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
誤
答
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

登
場
人
物
は
誰
な
の
か
、
登
場
人
物
が
何
を
話
し
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
な
ど
、
言
動
に

着
目
し
て
読
む
こ
と
を
繰
り
返
し
丁
寧
に
指
導
す
る
。
人
物
の
主
な
行
動
が
書
か
れ
て
い
る
叙

述
に
着
目
し
、
人
物
と
対
人
物
に
色
別
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
く
と
分
か
り
や
す
い
。
 

（
2）

登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る
と
き
は
、
会
話
文
や
内
言
・
行
動
な
ど
、
着
目
す
る
叙
述
に
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
書
き
抜
い
た
り
す
る
。
叙
述
を
根
拠
に
話
し
合
っ
た
り
、
想
像
を
広

げ
た
り
す
る
学
習
を
丁
寧
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
3）

実
際
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
場
面
で
は
、
説
明
や
資
料
提
示
を
し
、
必
要
に
応
じ
て

動
作
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
疑
似
体
験
や
実
感
を
伴
っ
た
解
釈
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。
 

（
4）

文
中
の
言
葉
を
言
い
換
え
た
り
、
新
し
く
出
会
っ
た
表
現
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
語

彙
を
豊
か
に
し
、
多
様
な
表
現
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

- 41 - 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
中

心
を

聞
き

取
る

選
択

複
合

条
件

基
礎

B
●

■
7
8
.8

4
7
.5

5
6
.4

8
5
.8

8
7
.9

9
3
.5

0
.3

3
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.0

4
4
.5

5
1
.5

8
1
.0

8
3
.7

8
5
.7

4
.7

1
7
.1

1
0
.9

2
.2

1
.3

1
.3

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
3
.5

1
4
.4

3
9
.5

5
7
.9

7
2
.2

7
0
.0

0
.6

5
.0

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
4
0
.7

7
.0

2
7
.9

4
2
.6

5
8
.8

6
8
.7

0
.6

5
.4

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
8
.5

2
6
.4

6
6
.7

8
5
.2

9
1
.8

9
6
.5

0
.8

6
.7

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
中

か
ら

問
題

（
問

い
）

を
表

し
て

い
る

文
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
5
.2

1
0
.7

4
7
.8

7
1
.7

8
6
.3

8
8
.3

1
.0

8
.4

0
.9

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
1
4
.9

9
.7

7
.6

1
4
.3

2
4
.5

2
7
.8

1
.2

9
.7

1
.2

0
.2

0
.0

0
.0

8
3

3
 

事
実

と
意

見
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

事
実

の
文

と
意

見
の

文
を

区
別

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
3
8
.1

9
.0

1
0
.9

4
1
.5

6
1
.8

6
8
.3

1
.6

1
0
.0

1
.8

0
.5

0
.3

0
.4

9
3

4
要

点
や

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

引
用

・
要

約
す

る
こ

と
段

落
の

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
7
.7

2
2
.7

4
8
.7

7
0
.2

9
9
.0

1
0
0
.0

3
.6

2
1
.1

5
.5

1
.5

0
.0

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

を
読

ん
で

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
7
.8

0
.0

0
.9

8
.0

6
.5

3
0
.9

1
3
.4

4
2
.5

2
4
.5

9
.1

5
.2

0
.4

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

に
注

意
し

な
が

ら
叙

述
を

基
に

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

2
7
.1

7
.0

1
3
.9

2
8
.5

4
0
.5

4
8
.7

2
.6

1
7
.7

4
.2

0
.4

0
.3

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
6
.5

3
5
.5

4
2
.3

8
6
.1

9
2
.5

9
6
.1

2
.9

1
9
.1

5
.8

0
.4

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
6
4
.7

1
6
.4

4
1
.6

6
8
.2

9
7
.1

1
0
0
.0

9
.8

4
1
.1

2
2
.2

4
.7

0
.0

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

行
動

の
意

味
を

考
え

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
0
.8

1
4
.7

4
0
.6

6
2
.0

9
7
.7

1
0
0
.0

7
.9

3
5
.5

1
6
.2

3
.9

0
.0

0
.0

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

人
物

の
行

動
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
5
.1

1
2
.7

3
2
.6

7
4
.9

7
8
.8

9
7
.4

1
0
.6

4
4
.8

2
4
.7

4
.7

1
.0

0
.0

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

「
初

め
・

中
・

終
わ

り
」

の
文

章
の

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
8
.0

1
6
.7

2
0
.3

6
5
.1

8
4
.3

9
0
.0

5
.7

2
5
.8

1
4
.3

2
.0

0
.0

0
.9

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
6
.1

4
.3

1
0
.6

3
0
.0

9
3
.1

9
9
.1

8
.7

3
7
.8

2
0
.8

3
.8

0
.0

0
.0

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

の
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
6
.6

1
.0

7
.4

2
8
.7

1
9
.3

8
9
.1

1
6
.8

4
8
.5

3
3
.0

1
2
.2

2
.9

0
.9

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
5
1
.9

1
6
.7

3
1
.5

5
5
.6

7
0
.9

8
0
.6

1
1

6
1
.1

5
5
.0

2
0
.8

3
5
.0

6
0
.0

7
1
.3

7
5
.8

7
3
8
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4
7
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1
0
.3

2
6
.1

4
8
.9

7
0
.2

8
8
.1

0
0
.0

1

2
1
1
.1

2
7
6
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4
6
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5
3
.9

8
3
.4

8
5
.8

8
9
.6

3
1
6
.7

3
4
0
.2

7
.4

1
2
.8

4
1
.3

6
5
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9
2
.8

1
0

5
5
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4
4
8
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1
3
.8

2
8
.7

5
2
.5

6
8
.5

7
5
.7

3
1
6
.7

5
5
7
.5

1
5
.9

4
4
.7

6
1
.9

7
4
.3

7
8
.4

5
2
7
.8

A
6
5
.1

2
8
.0

4
8
.4

7
0
.5

7
8
.9

8
2
.9

5
2
7
.8

B
3
8
.8

1
0
.4

2
3
.2

4
1
.2

5
5
.6

6
3
.0

5
2
7
.8

C
5
8
.9

1
7
.3

3
4
.2

6
3
.9

8
1
.3

8
8
.4

3
1
6
.7

D
4
0
.2

7
.4

1
2
.8

4
1
.3

6
5
.6

9
2
.8

0
0
.0

E

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

9
.6

%
1
3
.8

%
5
9
.4

%
9
.8

%
7
.4

%

5
2
7
.8

1
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5
5
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4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
2

6
6
.7

2
1
1
.1

4
2
2
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.6

%

1
3
.8

%

5
9
.4

%

9
.8

%

7
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
36
.7
％
】
 

次
の
文
の
「
池
」
を
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 

（
ア
）
公
園
の
 
（
イ
）
大
き
な
 
 
池
に
、
 
（
ウ
）
う
す
い
 
（
エ
）
氷
が
は
っ
た
。

 

 ■
 
結
果
 

 
 
ど
ん
な
池
な
の
か
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
判
断
し
、
修
飾
語
を
二
つ
選
ぶ
設
問
で
あ
る
。

池
を
修
飾
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、（

ア
）
の
「
公
園
の
」
と
、（

イ
）
の
「
大
き
な
」
が
正
答
で
あ

る
。
二
つ
を
選
ん
で
い
な
い
場
合
は
正
答
と
な
ら
な
い
。
誤
答
を
選
択
は
、（

イ
）
は
含
ま
れ
る
が
、

（
ア
）
で
な
い
場
合
は

38
．
9％

、
そ
の
逆
が

13
.1
％
で
あ
る
。

 
 

■
 
考
察
 

 
 
（
イ
）
を
選
ん
で
（
ア
）
を
選
ば
な
い
誤
答
が

38
．
9％

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
答
の
原
因
と
し

て
、「

言
葉
の
す
ぐ
前
に
あ
る
言
葉
が
詳
し
く
す
る
言
葉
で
あ
る
」
と
思
い
込
ん
で
「
大
き
な
」
を

選
択
し
た
こ
と
、
修
飾
語
が
二
つ
あ
る
場
合
や
被
修
飾
語
と
離
れ
て
い
る
場
合
な
ど
の
学
習
に
不
慣

れ
で
、
語
と
語
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「

公
園
の
」
の
「
の
」
は
、

「
美
し
い
」「

青
い
」
な
ど
の
形
容
詞
で
は
な
く
、
連
帯
修
飾
語
で
あ
る
た
め
に
修
飾
語
だ
と
分
か

り
に
く
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

「
そ
の
他
」
が

11
.4
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
問
文
を
よ
く
読
ま
ず
に
二
つ
を
選
択
し
な
か
っ

た
り
、
記
号
で
解
答
し
な
か
っ
た
り
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

文
の
基
本
形
は
主
語
と
述
語
で
ど
ん
な
に
長
い
文
で
も
主
語
と
述
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
初
め

に
述
語
は
ど
れ
か
を
考
え
て
か
ら
主
語
を
見
付
け
る
。
次
に
、
主
語
を
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
ど

れ
か
、
述
語
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
か
を
考
え
る
。
主
語
と
述
語
を
赤
色
、
そ
れ

ら
を
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
青
色
と
識
別
す
る
と
文
の
構
造
を
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
2）

文
章
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
中
で
の
語
句
の
役
割
や
、
語
句
相
互
の
関

係
に
気
を
付
け
、
文
の
組
み
立
て
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
授
業
を

行
う
。
主
述
の
関
係
、
修
飾
と
被
修
飾
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、
修
飾
語
が
複
数
あ
る

文
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
、「

だ
れ
が
」「

い
つ
」「

ど
こ
で
」「

な
に
を
」「

ど
の
よ
う
に
」「

な

ぜ
」
な
ど
と
い
う
文
の
構
成
に
つ
い
て
、
初
歩
的
な
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

主
語
と
述
語
の
み
で
構
成
さ
れ
た
文
に
修
飾
語
を
加
え
て
文
を
詳
し
く
す
る
学
習
を
行
う
。
修

飾
語
の
例
を
挙
げ
て
ふ
さ
わ
し
い
語
を
選
択
さ
せ
る
な
ど
、
初
歩
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
。

 
（
4）

読
む
活
動
の
み
な
ら
ず
、
書
い
た
り
、
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
活
動
の
際
に
も
、
修
飾
語
を

意
識
さ
せ
た
り
、
修
飾
と
被
修
飾
の
関
係
を
考
え
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
す
る
。

 

【
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
14
.9
％
】
 

「『
か
わ
い
い
ね
」
い
う
言
葉
だ
け
で
も
、
気
持
ち
は
つ
た
わ
り
ま
す
し
、「

頭
を
な
で
る
」
と

い
う
身
ぶ
り
だ
け
で
も
、
気
持
ち
は
つ
た
わ
る
で
し
ょ
う
。
 
 
 
 
身
ぶ
り
と
言
葉
が
い
っ
し

ょ
に
な
る
と
、「

か
わ
い
い
ね
。」

と
い
う
気
持
ち
が
、
よ
り
深
く
つ
た
わ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。」

 
文
章
中
の
 
 
 
 
に
合
う
言
葉
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
ア
 
ま
た
 
 
 
イ
 
つ
ま
り
 
 
 
ウ
 
し
か
し
 
 
 
エ
 
あ
る
い
は

 
 ■
 
結
果
 

 
 
説
明
的
な
文
章
の
空
欄
に
接
続
語
を
当
て
は
め
る
設
問
で
あ
る
。
 
 
 
 
を
挟
む
二
文
が
ど

の
よ
う
な
関
係
か
を
考
え
て
、
そ
れ
に
見
合
う
適
切
な
接
続
語
を
選
ぶ
。
正
答
は
ウ
の
「
し
か
し
」

で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
9.
7％

、
R2

は
7.
6％

で
、
R4
・
5
は

20
％
台
で
あ
っ
た
。
最
多
の
誤

答
は
ア
「
ま
た
」
の

53
.4
％
、
無
答
の
割
合
は

1.
2％

で
あ
っ
た
。

 
 ■
 
考
察
 

前
文
の
「
言
葉
だ
け
で
も
、
身
ぶ
り
だ
け
で
も
、」

と
、
後
文
の
「
身
ぶ
り
と
言
葉
が
い
っ
し
ょ

に
な
る
と
」
に
着
目
す
る
と
、「

だ
け
で
も
→
い
っ
し
ょ
に
」
と
変
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
前
の
内

容
と
後
の
内
容
が
反
対
で
あ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
次
に
、
ア
～
エ
の
四
つ
の
接
続
語
の
う
ち
、

「
ま
た
」
は
並
列
、「

つ
ま
り
」
は
説
明
、「

あ
る
い
は
」
は
選
択
の
意
味
の
接
続
語
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
逆
接
を
表
す
接
続
語
は
「
し
か
し
」
で
、
ウ
が
正
答
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
せ
る
。

 
並
列
や
累
加
の
接
続
語
「
ま
た
」
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
児
童
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
前
の
文
も
後

の
文
も
「
気
持
ち
が
つ
た
わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
た
め
、
上
記
の
「
だ
け
で
も
」
と
い
う

語
に
着
目
し
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
文
も
「
並
列
」
で
あ
る
と
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
前
後

の
文
の
関
係
を
し
っ
か
り
と
理
解
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 
無
答
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
接
続
語
を
補
う
設
問
は
、
児
童
に
と
っ
て
は
取
り
組
み
や
す

い
学
習
だ
と
分
か
る
。

 
 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
語
が
表
す
意
味
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
記
号
で
表
し
て
視
覚
化
す
る
。
 

・
順
接
（
そ
れ
で
・
だ
か
ら
・
す
る
と
）
→
 
 
 
 
・
逆
接
（
し
か
し
・
け
れ
ど
も
・
で
も
）
 ↔

 

・
並
列
累
加
（
ま
た
・
そ
し
て
・
そ
れ
か
ら
）
＋
 
 
・
説
明
（
つ
ま
り
・
な
ぜ
な
ら
・
た
と
え
ば
）
＝
 

（
2）

説
明
的
な
文
章
を
学
習
す
る
と
き
に
、
接
続
語
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
、
前
後
の
文
章
か
ら

意
味
を
考
え
さ
せ
、
上
の
よ
う
な
記
号
を
教
科
書
に
書
き
込
ま
せ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
接

続
語
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
か
、
論
理
の
展
開
を
接
続
語
か
ら
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

接
続
語
を
使
っ
て
文
章
や
短
作
文
を
書
く
機
会
を
設
け
、
文
意
や
文
脈
に
沿
っ
て
適
切
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

記
述

複
合

条
件

基
礎

B
●

■
9
0
.1

6
3
.4

8
1
.2

9
4
.1

9
5
.1

9
8
.3

1
.7

1
2
.0

3
.5

0
.5

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

分
か

ら
な

い
点

や
確

か
め

た
い

点
を

質
問

す
る

自
由

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
6
.0

3
6
.6

5
7
.6

7
9
.9

9
2
.7

9
6
.2

9
.2

2
9
.3

2
0
.0

6
.5

0
.0

0
.7

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

4
7
.2

5
.8

3
1
.8

4
7
.3

7
4
.0

6
9
.2

0
.9

7
.3

0
.7

0
.4

0
.3

0
.3

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
す

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
7
3
.4

1
1
.0

5
5
.3

7
8
.7

9
5
.8

9
3
.5

0
.6

7
.9

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

6
3
.7

6
.8

3
8
.6

6
7
.7

9
4
.5

8
9
.0

0
.6

8
.4

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

・
文

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

中
心

的
な

内
容

を
押

さ
え

、
小

見
出

し
を

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
3
.8

3
7
.7

7
8
.4

8
7
.0

9
5
.6

9
3
.2

0
.8

8
.9

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
2
.8

4
1
.4

6
0
.0

8
9
.5

9
9
.0

9
9
.3

0
.6

9
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

意
見

の
文

の
記

述
の

仕
方

の
違

い
に

気
付

く
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

2
2
.8

1
3
.6

1
5
.5

2
1
.1

3
4
.0

3
7
.3

1
.1

1
0
.5

1
.7

0
.1

0
.3

0
.0

9
3

4
 

要
点

や
細

か
い

点
に

注
意

し
て

読
み

、
引

用
・

要
約

す
る

こ
と

文
中

の
言

葉
を

使
っ

て
文

章
を

要
約

す
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
7
0
.0

1
8
.8

4
0
.3

7
6
.3

9
3
.2

9
9
.3

9
.0

3
7
.7

2
3
.0

3
.9

0
.3

0
.3

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

を
読

ん
で

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
8
2
.2

4
3
.5

6
0
.7

8
8
.5

9
7
.1

9
7
.9

1
2
.9

4
1
.9

3
0
.4

7
.6

1
.6

1
.7

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

5
5
.5

5
.8

2
5
.2

5
9
.6

8
9
.9

8
1
.5

3
.5

2
5
.1

7
.5

0
.8

0
.0

0
.3

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
6
.9

2
8
.3

5
5
.1

8
2
.9

9
4
.5

9
7
.6

1
.6

1
4
.7

2
.8

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
5
9
.8

6
.8

2
2
.1

6
5
.4

9
0
.9

9
9
.3

9
.7

4
5
.5

2
2
.6

4
.3

0
.5

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

描
写

か
ら

気
持

ち
を

想
像

し
て

書
く

。
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
8
.2

5
.8

2
6
.8

6
2
.6

8
2
.9

9
9
.3

1
3
.7

5
2
.4

3
2
.5

7
.5

0
.8

0
.3

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

の
意

味
す

る
も

の
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
3
.7

6
.8

1
5
.0

4
4
.4

8
0
.0

7
3
.3

1
8
.3

5
0
.8

3
7
.4

1
3
.7

3
.4

2
.4

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.6

1
6
.2

2
8
.7

5
7
.3

8
6
.0

9
5
.9

5
.4

2
7
.2

1
2
.9

2
.1

0
.3

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

3
0
.9

6
.3

1
0
.8

2
6
.9

3
9
.5

9
6
.2

1
8
.2

5
5
.0

3
8
.6

1
2
.8

4
.2

0
.0

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

7
2
.8

2
3
.6

4
4
.0

7
9
.6

9
4
.5

9
7
.9

1
9
.7

6
1
.3

4
1
.7

1
3
.9

2
.6

1
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
3
.7

2
1
.0

4
1
.5

6
7
.2

8
5
.0

8
9
.7

1
1

6
1
.1

6
6
.3

2
4
.2

4
8
.0

6
9
.6

8
6
.5

8
6
.5

7
3
8
.9

5
9
.7

1
5
.9

3
1
.4

6
3
.4

8
2
.6

9
4
.8

0
0
.0

1

2
1
1
.1

2
8
3
.1

5
0
.0

6
9
.4

8
7
.0

9
3
.9

9
7
.3

3
1
6
.7

3
5
3
.5

1
5
.4

2
7
.8

5
4
.6

7
3
.3

9
6
.7

1
0

5
5
.6

4
6
3
.6

2
0
.8

3
9
.9

6
7
.7

8
5
.7

8
7
.8

3
1
6
.7

5
6
1
.5

7
.9

4
1
.9

6
4
.6

8
8
.1

8
3
.9

5
2
7
.8

A
7
0
.1

2
4
.7

5
2
.9

7
3
.5

9
0
.4

8
9
.2

5
2
7
.8

B
6
8
.3

3
1
.0

5
1
.0

7
2
.5

8
3
.8

8
5
.4

5
2
7
.8

C
5
8
.8

1
0
.7

2
8
.8

6
3
.0

8
7
.6

9
0
.2

3
1
6
.7

D
5
3
.5

1
5
.4

2
7
.8

5
4
.6

7
3
.3

9
6
.7

0
0
.0

E

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.5

%
1
9
.6

%
5
0
.9

%
1
3
.1

%
9
.9

%

5
2
7
.8

8
4
4
.4

5
2
7
.8

5
2
7
.8

9
5
0
.0

3
1
6
.7

6
3
3
.3

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.5

%

1
9
.6

%

5
0
.9

%

1
3
.1

%

9
.9

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

B 
48
.7
％
】
 

言
葉
を
分
類
し
ま
し
た
。
分
類
が
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
 
 
（
正
答
）
 
エ
 
物
語
・
読
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ■
 
結
果
 

 
 
４
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
ア
、
イ
、
ウ
は
、
形
容
詞
、
動
詞
、
接
続
詞
な
ど
、
同
じ
品
詞
の
語
句
 

 
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
エ
は
名
詞
と
動
詞
の
語
句
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
記
号
の

選
択
で
あ
る
の
で
、
無
答
は

0.
9％

で
あ
る
が
、
通
過
率
は

47
.2
％
で
あ
る
。
段
階
別
通
過
率
は
、

R1
＝
5.
8％

、
R2
＝
31
.8
％
、
R3
＝
47
.3
％
、
R4
＝
74
.0
％
、
R5
＝
69
.2
％
で
あ
っ
た
。
他
の
設
問

の
多
く
は
、
R4
 、

R5
の
通
過
率
が

90
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、
本
設
問
の
通
過
率
の
低
さ
が

伺
え
る
。
誤
答
は
、
ア
（
大
き
い
・
長
い
）
が

31
.7
％
、
イ
（
立
つ
・
す
わ
る
）
が

10
.7
％
、
ウ

（
そ
し
て
・
け
れ
ど
も
）
は

13
.5
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
誤
答
の
中
で
は
ア
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、（

 
 
）
の
中

の
二
つ
の
言
葉
の
品
詞
の
相
違
を
区
別
す
る
設
問
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
言
葉
が
反
対

の
意
味
を
も
つ
か
ど
う
か
で
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。
イ
の
（
立
つ
・
す
わ
る
）
は
反
対
の
動
詞
、

ウ
（
そ
し
て
・
け
れ
ど
も
）
順
接
と
逆
接
で
反
対
の
意
味
や
働
き
を
も
つ
接
続
詞
で
あ
る
。
ア
（
大

き
い
・
長
い
）
は
形
容
詞
で
意
味
が
類
似
し
て
お
り
、
反
対
の
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
容
易
に
分
か

る
。
エ
（
物
語
・
読
む
）
か
ア
か
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
を
迷
っ
た
児
童
も
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
エ
に
あ
る
「
物
語
」
が
、
選
択
肢
に
挙
げ
ら
れ
た
語
句
の
中
で
、
唯
一
名
詞
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
正
誤
が
分
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
言
葉
の
き
ま
り
を
知

っ
て
い
る
と
文
章
が
正
確
に
読
め
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し
く
、
深
く
読
め
る
と
い
う
実
感
を
味
わ
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

授
業
の
中
で
、「

も
の
の
名
前
を
表
す
言
葉
」「

様
子
を
表
す
言
葉
」「

も
の
の
名
前
を
修
飾
す
る

言
葉
」「

接
続
語
」
な
ど
の
働
き
を
指
導
し
、
文
章
の
中
で
働
き
を
取
り
上
げ
る
場
を
設
け
る
と

よ
い
。
ま
た
、
言
葉
の
働
き
や
効
果
に
つ
い
て
、
説
明
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
を
読
む
学
習

で
指
導
す
る
機
会
を
意
識
的
に
設
け
る
と
よ
い
。
そ
の
こ
と
が
読
解
指
導
で
読
み
を
深
め
る
手
掛

か
り
と
な
り
、
作
文
指
導
に
お
い
て
は
よ
り
適
切
な
表
現
の
工
夫
に
も
つ
な
が
る
。
 

（
2）

典
型
的
な
文
は
主
語
、
目
的
語
、
述
語
で
構
成
さ
れ
、
名
詞
は
主
語
、
動
詞
は
述
語
、
形
容
詞

は
修
飾
語
や
述
語
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
文
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
語
句
の
働
き

を
意
識
せ
ず
に
読
ん
だ
り
書
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
教
科
書
の
単
元
の
後
に
書
か

れ
て
い
る
「
言
葉
」
の
教
材
文
を
使
っ
て
語
句
の
働
き
を
明
確
に
捉
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
【
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

C 
55
.5
％
】
 

こ
の
文
章
は
、
時
に
注
目
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
場
面
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
後
の
場
面
は
ど

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
。
初
め
の
三
字
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
次
の
日

 
 ■
 
結
果
 

 
 
設
問
の
中
に
、「

時
に
注
目
す
る
と
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
の
経
過
が
分
か

る
言
葉
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「

次
の
日
」
が
時
間
の
経
過
を
表
す
言
葉
と
な
り
、
時
に
注

目
し
た
二
つ
め
の
場
面
の
始
ま
り
と
な
る
。
全
体
の
通
過
率
は

55
.5
%で

、
無
答
は

2.
9％

で
あ
る
。

段
階
別
で
は
、
R1
＝
5.
8%
、
R2
＝
25
.2
%、

R3
＝
59
.6
％
、
R4
＝
89
.9
%、

R5
＝
81
.5
%で

あ
る
。
誤

答
と
し
て
「
お
日
様
」
を
挙
げ
、「

お
日
様
は
、
ぼ
く
の
頭
の
真
上
に
あ
る
。」

が
後
の
場
面
の
始
ま

り
と
捉
え
て
い
る
例
、
問
題
用
紙
の
ペ
ー
ジ
の
切
り
替
わ
り
部
分
が
大
き
く
空
い
て
い
る
た
め
に
、

「
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
」
が
後
の
場
面
の
始
ま
り
と
捉
え
た
「
自
転
車
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

時
間
の
経
過
が
明
確
に
分
か
る
言
葉
は
「
次
の
日
」
が
一
番
顕
著
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

体
の
正
答
率
が
約

50
％
で
あ
る
。「

お
日
様
」
と
答
え
た
児
童
は
、
次
の
文
「
一
日
は
や
っ
と
半
分

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
あ
と
の
半
分
を
・
・
」
と
い
う
叙
述
を
、
時
間
の
経
過
と
し
て
着
目
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。「

時
に
注
目
し
て
二
つ
の
場
面
に
分
け
る
」
と
い
う
条
件
に
合
う
分
け
方
を
す
る
場

合
は
、
ど
の
言
葉
に
着
目
す
る
か
考
え
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
教
科
書
の
教
材
文
の
中
に
は
、
場
面
の

分
か
れ
目
が
数
行
空
い
て
い
た
り
、
数
字
が
付
い
て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
場
面
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
は
ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
る
児
童
が
、「

自
転
車
の
」
を
後
半

の
場
面
の
始
ま
り
と
し
て
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

物
語
を
読
む
時
は
、
初
め
に
物
語
の
設
定
を
捉
え
る
指
導
を
す
る
。
登
場
人
物
や
中
心
人
物
は

誰
か
、
い
つ
・
ど
こ
の
話
か
、
何
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
か
、
物
語
の
終
わ
り
方
は
ど
ん
な

か
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
の
力
で
読
み
取
る
視
点
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。
場
面
に
よ
る

時
間
の
経
過
や
場
所
の
移
動
な
ど
と
と
も
に
、
中
心
人
物
の
会
話
文
や
行
動
か
ら
、
心
情
と
心

情
の
変
化
を
想
像
し
た
り
考
え
た
り
し
て
、
物
語
を
深
く
読
む
手
掛
か
り
と
さ
せ
る
。
 

（
2）

場
面
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
理
解
す
る
指
導
を
丁
寧
に
行
う
。
場
面
は
、
時
間
の
経
過
や
場

所
の
移
動
、
登
場
人
物
の
変
化
や
人
物
の
周
り
で
起
こ
る
出
来
事
な
ど
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。

場
面
で
描
か
れ
て
い
る
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
が
移
り
変
わ
る
場
所

や
、
な
ぜ
そ
こ
で
転
換
す
る
の
か
と
い
う
根
拠
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
場
面
の
展
開
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
物
語
の
構
成
や
構
造
を
つ
か
む
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
者
が

物
語
を
書
い
た
意
図
や
主
題
を
捉
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
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  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.3

4
7
.8

7
2
.9

8
9
.8

9
6
.8

9
9
.4

0
.3

2
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
を

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

話
の

内
容

に
つ

い
て

友
達

の
考

え
と

比
べ

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
、

自
由

記
述

通
常

活
用

A
●

■
9
4
.6

7
1
.0

9
2
.1

9
7
.9

9
8
.8

9
9
.7

2
.0

1
7
.3

1
.5

0
.3

0
.0

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
4
.3

7
4
.5

9
2
.6

9
6
.1

9
9
.3

1
0
0
.0

0
.2

2
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

分
か

り
や

す
い

文
に

分
け

る
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

9
3
.4

6
3
.1

9
1
.2

9
7
.1

9
8
.8

9
9
.7

0
.2

2
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
謙

譲
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
6
.8

2
0
.8

3
1
.4

4
4
.0

6
6
.5

8
4
.1

0
.6

4
.7

0
.4

0
.1

0
.2

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

に
書

か
れ

て
い

る
話

題
を

つ
か

む
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
3
.2

6
7
.5

9
1
.2

9
5
.9

9
9
.1

9
9
.4

0
.4

4
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
意

見
の

中
心

と
な

る
事

柄
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
0
.7

1
6
.1

3
7
.3

6
5
.4

8
6
.6

9
3
.6

0
.5

5
.1

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
理

由
や

根
拠

と
し

て
い

る
事

実
や

事
例

を
押

さ
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

8
4
.5

3
2
.5

7
4
.7

9
2
.3

9
7
.0

9
9
.4

1
.2

1
2
.2

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
明

確
に

す
る

こ
と

説
明

の
仕

方
や

書
き

方
の

工
夫

に
付

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

記
述

通
常

活
用

A
●

■
6
8
.2

1
2
.9

4
7
.0

7
6
.2

9
0
.3

9
7
.1

6
.4

3
8
.4

1
0
.2

1
.6

0
.2

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
自

分
の

考
え

を
広

め
た

り
深

め
た

り
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
2
.4

8
.6

2
5
.6

4
1
.9

5
9
.8

8
2
.7

7
.4

4
2
.0

1
1
.6

2
.3

0
.2

0
.3

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

か
ら

人
物

象
を

捉
え

る
。

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.8

5
3
.3

8
5
.5

9
5
.9

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.7

7
.8

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.1

3
0
.6

6
6
.1

8
7
.8

9
5
.2

9
8
.6

0
.7

7
.8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
9
.1

2
7
.8

6
2
.9

8
7
.9

9
4
.5

9
9
.7

0
.8

8
.2

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

1
4

4
4

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
 

 
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
8
.9

2
2
.7

4
4
.8

5
9
.7

7
5
.3

9
1
.6

3
.5

2
7
.8

4
.1

0
.5

0
.0

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
内

容
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
3
.9

8
.6

3
7
.1

5
6
.9

7
2
.1

8
9
.0

5
.5

3
8
.8

7
.4

0
.7

0
.7

0
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

頭
括

型
、

尾
括

型
、

双
括

型
を

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
2
.5

2
9
.0

6
9
.3

9
1
.3

9
7
.9

9
8
.8

1
.3

1
2
.2

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
表

現
の

曖
昧

さ
は

な
い

か
確

か
め

て
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
4
.8

3
.9

2
3
.7

6
1
.8

8
4
.1

9
5
.7

5
.7

3
4
.9

9
.2

1
.2

0
.0

0
.0

1
8

5
3

表
現

の
仕

方
に

着
目

し
て

助
言

し
合

う
こ

と
考

え
を

明
確

に
す

る
た

め
に

ど
ん

な
助

言
を

す
れ

ば
よ

い
の

か
、

助
言

の
内

容
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
4
.0

1
1
.4

3
9
.5

7
1
.2

8
8
.5

9
7
.4

1
0
.7

4
7
.8

1
9
.4

4
.4

0
.9

0
.0

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
7
3
.7

3
3
.5

6
0
.3

7
8
.3

8
8
.9

9
5
.9

1
1

6
1
.1

8
0
.9

4
2
.1

7
0
.5

8
5
.8

9
3
.7

9
7
.5

7
3
8
.9

6
2
.4

1
9
.9

4
4
.3

6
6
.5

8
1
.3

9
3
.3

0
0
.0

1

2
1
1
.1

2
8
9
.5

5
9
.4

8
2
.5

9
3
.9

9
7
.8

9
9
.6

3
1
6
.7

3
6
7
.1

1
4
.8

4
4
.2

7
4
.7

9
0
.1

9
7
.3

1
0

5
5
.6

4
7
1
.2

2
8
.1

5
7
.2

7
6
.0

8
6
.9

9
5
.1

3
1
6
.7

5
7
8
.2

5
2
.8

7
1
.7

7
9
.1

8
8
.2

9
4
.6

5
2
7
.8

A
8
2
.7

5
5
.5

7
6
.0

8
5
.0

9
2
.1

9
6
.6

5
2
7
.8

B
6
9
.8

2
7
.5

5
5
.2

7
4
.3

8
6
.6

9
4
.5

5
2
7
.8

C
7
2
.6

2
8
.6

5
9
.3

7
7
.6

8
7
.3

9
5
.8

3
1
6
.7

D
6
7
.1

1
4
.8

4
4
.2

7
4
.7

9
0
.1

9
7
.3

0
0
.0

E

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

8
.4

%
2
4
.0

%
4
1
.7

%
1
4
.3

%
1
1
.5

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

3
1
6
.7

4
2
2
.2

1
2

6
6
.7

2
1
1
.1

4
2
2
.2

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.4

%

2
4
.0

%

4
1
.7

%

1
4
.3

%

1
1
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
を
考
え
る
設
問
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
46
.8
％
】
 

「
言
う
」
の
け
ん
じ
ょ
う
語
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
ア
 
お
っ
し
ゃ
る
 
 
 
イ
 
言
い
ま
す
 
 
 
ウ
 
申
し
上
げ
る

 
 ■
 
結
果
 

 
 
「
言
う
」
の
謙
譲
語
は
「
申
し
上
げ
る
」
な
の
で
、
正
答
は
ウ
で
あ
る
。
無
答
は

0％
、
誤
答
で

あ
る
ア
は

46
.8
％
、
イ
は

10
.3
％
、
そ
の
他
が

0.
5％

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
 

段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R1
＝
20
.9
％
、
R2
＝
31
.4
％
、
R3
＝
44
.0
％
、
R4
＝
66
.5
％
、
R5
＝

84
.1
％
で
あ
り
、
他
の
設
問
に
比
べ
て
段
階
差
が
大
き
い
。
昨
年
度

27
年
度
同
趣
旨
の
設
問
に
お

い
て
も
同
様
の
結
果
が
見
ら
れ
た
。

 
 

■
 
考
察
 

正
答
「
ウ
 
申
し
上
げ
る
」
の
通
過
率
が

46
.8
％
と
基
礎

C
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
過
半
数
に
届

か
な
い
こ
と
か
ら
、
謙
譲
語
の
習
得
が
難
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
で
は
尊
敬
語
の
「
ア
 
お
っ

し
ゃ
る
」
の
誤
答
率
が

46
.8
%で

最
も
多
く
、
丁
寧
語
の
「
イ
 
言
い
ま
す
」
が

10
.3
％
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
丁
寧
語
は
あ
る
程
度
判
別
で
き
て
も
尊
敬
語
と
謙
譲
語
の
区
別
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
日
常
生
活
の
中
で
、
尊
敬
語
を
使
う
機
会
は
あ
る
程
度
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

謙
譲
語
を
使
う
よ
う
な
機
会
は
め
っ
た
に
な
く
、
使
い
慣
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

授
業
中
の
言
葉
遣
い
や
改
ま
っ
た
場
、
年
長
の
人
な
ど
を
相
手
に
し
て
話
す
時
に
、
語
尾
に

「
で
す
、
ま
す
」
を
付
け
る
こ
と
は
児
童
に
と
っ
て
日
常
化
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
丁
寧
語
」
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
授
業
で
取
り
扱
う
と
き
に
は
、「

尊
敬
語
」
と
「
謙

譲
語
」
を
重
点
的
に
取
り
扱
う
と
よ
い
。
二
つ
の
違
い
を
言
葉
で
説
明
し
て
も
理
解
し
に
く
い
。

尊
敬
語
は
「
相
手
を
高
め
る
言
葉
」、

謙
譲
語
は
「
自
分
が
へ
り
く
だ
る
言
葉
」
と
端
的
な
言
葉

で
表
し
た
り
、
自
分
と
相
手
を
図
式
化
し
て
視
覚
的
に
捉
え
さ
せ
た
り
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
な
り
、
理
解
が
容
易
に
な
る
。
 

（
2）
「
行
く
」「

見
る
」
が
尊
敬
語
だ
と
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」「

ご
覧
に
な
る
」、

謙
譲
語
だ
と
「
う
か

が
う
」「

拝
見
す
る
」
と
な
る
よ
う
に
、
特
別
な
言
い
方
に
変
化
す
る
言
葉
は
数
が
決
ま
っ
て
い

る
。
頻
度
の
高
い
言
葉
を
調
べ
て
表
に
整
理
し
て
お
く
。
そ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
場
を
設
け
、
実

際
に
使
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
の
違
い
が
よ
り
明
確
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

（
3）

分
類
表
や
文
例
な
ど
を
掲
示
し
、
知
識
と
し
て
「
知
る
」
こ
と
に
終
わ
ら
ず
、
自
身
の
日
常
生

活
の
中
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
授
業
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
お
け
る
言
語
活
動

の
中
で
、
学
年
を
問
わ
ず
継
続
し
、
意
識
的
に
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

【
文
章
の
要
旨
を
捉
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
60
.7
％
】
 

上
の
文
章
で
筆
者
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
ま
し
ょ
う
。
 
 
（
正
答
）
 
エ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
 
全
体
の
通
過
率
が

60
.7
%で

あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と
、
R5
＝
93
.6
％
、
R4
＝
86
.6
％
、
R3
＝

65
.4
％
、
R2
＝
37
.3
％
、
R1
＝
16
.1
％
で
あ
り
、
特
に

R3
と
そ
れ
以
下
の
段
階
で
差
が
大
き
く
な

る
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
筆
者
の
意
見
の
中
心
と
な
る
事
柄
を
押
さ
え
る
こ
と
」

が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
見
る
と
、
最
多
の
ウ
は

31
.0
％
で
あ
り
、

次
い
で
ア
が

8.
1％

、
イ
が

2.
6％

と
な
っ
て
い
る
。
無
答
は
選
択
問
題
と
い
う
こ
と
も
あ
り
１
％

未
満
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
「
終
わ
り
」
の
段
落
を
読
ん
で
、
筆
者
の
要
旨
を
捉
え
て
要
約
す
る
―
和
紙
を
用
い
る
こ
と
で
豊

か
な
心
の
持
ち
方
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
―
設
問
で
あ
る
。
ア
と
イ
は
和
紙
の
使
わ
れ
方
だ
け
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。
ウ
の
誤
答
が
多
い
理
由
と
し
て
、
ウ
も
エ
と
同
じ
よ
う
に
本
文

の
「
終
わ
り
」
の
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
ど
ち
ら
も
筆
者
の
要
旨
と
し
て
捉
え
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
は
「
和
紙
の
和
」
の
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
だ
け
で

考
え
で
は
な
い
。
文
中
の
「
こ
の
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
語
の
後
に
筆
者
の

考
え
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
答
と
な
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

説
明
的
な
文
章
で
は
、
文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
文
章
を
ど
の
よ
う
に
読
め
ば
よ
い

の
か
、
下
記
の
よ
う
な
「
読
み
方
」
を
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

（
1）

典
型
的
な
説
明
的
文
章
は
、「

初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
三
部
構
成
―
「
初
め
」
は
話
題
提
示
、

「
中
」
は
具
体
的
な
説
明
、「

終
わ
り
」
は
筆
者
の
考
え
―
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
2）

事
実
の
文
章
と
意
見
の
文
章
を
読
み
分
け
る
こ
と
。
意
見
の
文
章
と
事
実
の
文
を
色
で
区
別
す

る
と
視
覚
的
に
も
捉
え
や
す
い
こ
と
。
ま
た
、
抽
象
的
な
表
現
と
具
体
的
な
表
現
を
区
別
し
て

読
む
と
事
実
と
意
見
の
違
い
が
分
か
り
や
す
く
、
意
見
は
抽
象
的
に
書
か
れ
て
い
て
、
事
実
は

事
例
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
引
用
・
経
験
な
ど
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
。
 

（
3）

段
落
ご
と
に
小
見
出
し
を
付
け
た
り
、
要
点
を
ま
と
め
た
り
し
て
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
。
 

（
4）

接
続
語
や
文
末
表
現
に
注
意
し
て
読
む
と
段
落
相
互
の
関
係
や
論
理
の
展
開
の
仕
方
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

（
5）

文
章
中
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
る
こ
と
。
 

（
6）

題
名
を
読
め
ば
、
話
題
や
筆
者
の
考
え
が
予
想
で
き
る
こ
と
。
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

話
の

目
的

や
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
9
.2

6
4
.1

8
3
.8

9
2
.6

9
5
.7

9
9
.5

0
.2

1
.0

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
と

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

自
分

の
考

え
を

話
し

手
の

意
見

を
参

考
に

し
て

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
8
.2

9
0
.8

9
7
.2

9
9
.4

9
9
.8

1
0
0
.0

1
.1

6
.2

1
.5

0
.3

0
.2

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.7

4
5
.1

6
6
.4

7
8
.8

9
0
.2

9
6
.2

0
.9

5
.1

1
.1

0
.5

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
8
.5

9
2
.3

9
8
.5

9
9
.2

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.2

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
敬

語
を

正
し

く
使

う
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

3
4
.2

1
7
.9

2
6
.4

3
2
.0

4
0
.5

6
6
.1

0
.5

3
.1

0
.0

0
.5

0
.2

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

全
体

の
構

成
を

把
握

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
4
3
.8

1
2
.8

2
2
.1

4
2
.4

6
6
.2

8
5
.5

0
.3

3
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
内

容
の

中
心

と
な

る
文

を
押

さ
え

て
要

約
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
4
.7

1
9
.5

4
3
.4

7
0
.4

8
5
.6

9
3
.5

1
.3

7
.2

1
.7

0
.5

0
.0

0
.0

8
3

3
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
ど

の
よ

う
な

感
想

や
意

見
、

判
断

や
主

張
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
6
8
.4

2
3
.6

5
1
.3

7
2
.3

8
9
.7

9
3
.0

0
.8

7
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
明

確
に

す
る

こ
と

説
明

の
仕

方
や

書
き

方
の

工
夫

に
付

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

記
述

通
常

活
用

A
●

■
3
1
.1

1
.0

9
.6

2
6
.0

5
4
.7

8
4
.4

1
4
.2

3
6
.9

2
0
.3

1
2
.4

6
.0

1
.1

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
書

か
れ

て
い

る
内

容
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
3
.3

1
9
.5

4
6
.3

6
6
.9

8
3
.0

9
1
.4

1
1
.3

4
3
.6

1
6
.8

7
.0

2
.4

1
.6

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

か
ら

人
物

像
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
3
.1

5
0
.8

7
5
.5

8
7
.1

9
4
.0

9
4
.6

0
.6

5
.6

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

、
情

景
描

写
か

ら
、

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
1
.4

3
2
.3

4
7
.8

5
9
.9

7
9
.6

9
0
.3

0
.6

6
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
付

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
9
.0

3
3
.8

6
2
.9

8
5
.8

9
5
.9

9
8
.9

1
.3

1
0
.8

0
.4

0
.5

0
.0

0
.0

1
4

4
4

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

2
1
.7

1
.5

7
.2

1
6
.4

3
7
.6

6
5
.6

1
0
.6

3
6
.9

1
4
.2

7
.6

3
.6

2
.2

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
内

容
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
1
.3

9
.7

3
3
.2

5
6
.0

6
4
.5

8
9
.8

1
0
.1

4
3
.6

1
4
.4

5
.2

3
.4

0
.5

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

説
得

力
の

あ
る

文
章

の
構

成
を

考
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.0

4
0
.0

7
4
.2

9
2
.4

9
7
.8

9
8
.4

1
.8

1
4
.9

1
.7

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
よ

り
よ

い
も

の
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
3
.8

7
.7

2
8
.6

5
7
.1

7
9
.4

9
2
.5

9
.0

4
2
.6

1
5
.1

3
.7

0
.2

1
.1

1
8

5
3

 
表

現
の

仕
方

に
着

目
し

て
助

言
し

合
う

こ
と

助
言

さ
れ

た
内

容
を

基
に

し
て

書
き

換
え

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
9
.2

1
7
.4

4
9
.1

7
6
.4

8
9
.9

9
5
.7

1
1
.3

4
6
.2

1
8
.8

5
.6

2
.2

0
.5

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
5
.1

3
2
.2

5
1
.3

6
7
.3

8
0
.2

9
0
.9

1
1

6
1
.1

7
1
.3

3
9
.3

5
9
.3

7
3
.9

8
5
.0

9
2
.4

7
3
8
.9

5
5
.5

2
1
.1

3
8
.7

5
6
.9

7
2
.7

8
8
.5

0
0
.0

1

2
1
1
.1

2
9
3
.7

7
7
.4

9
0
.5

9
6
.0

9
7
.7

9
9
.7

3
1
6
.7

3
6
9
.3

2
1
.7

5
0
.7

7
5
.3

8
9
.0

9
5
.5

1
0

5
5
.6

4
5
6
.8

2
0
.5

3
9
.9

5
8
.3

7
5
.1

8
8
.7

3
1
6
.7

5
6
9
.8

5
1
.8

6
3
.8

7
0
.0

7
6
.7

8
7
.5

5
2
7
.8

A
7
9
.4

6
2
.1

7
4
.5

8
0
.4

8
5
.1

9
2
.4

5
2
7
.8

B
5
4
.3

1
5
.3

3
4
.5

5
5
.6

7
5
.8

8
9
.6

5
2
7
.8

C
5
9
.3

2
5
.6

4
5
.3

6
1
.0

7
4
.3

8
7
.8

3
1
6
.7

D
6
9
.3

2
1
.7

5
0
.7

7
5
.3

8
9
.0

9
5
.5

0
0
.0

E

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

9
.5

%
2
2
.4

%
3
8
.6

%
2
0
.4

%
9
.1

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.5

%

2
2
.4

%

3
8
.6

%

2
0
.4

%

9
.1

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
敬
語
を
正
し
く
使
う
こ
と
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
34
.2
％
】
 

 
次
の
ア
～
エ
の
文
の
中
で
、
使
う
べ
き
敬
語
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な
い
文
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（
正
答
）
 
エ
 
先
生
か
ら
聞
い
た
話
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

34
.2
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
17
.9
％
、
R2
＝
26
.4
％
、
R3
＝

32
.0
％
、
R4
＝
40
.5
％
、
R5
＝
66
.1
％
で
あ
っ
た
。
基
礎
Ｃ
の
設
問
と
し
て
は

R5
の
通
過
率
が
低

く
、
さ
ら
に

R5
と
そ
れ
以
下
の
段
階
の
差
が
大
き
い
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
日
常

よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤

答
を
み
る
と
、
最
多
の
イ
は

43
.7
％
で
あ
り
、
次
い
で
ウ
が

11
.3
％
、
ア
が

9.
1％

で
あ
っ
た
。

無
答
・
そ
の
他
は
選
択
問
題
と
い
う
こ
と
も
あ
り

0.
7％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
エ
は
「
先
生
か
ら
聞
い
た
話
を
お
伝
え
し
ま
す
。」

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
「
聞
く
」
で

は
な
く
「
伺
う
」
と
い
う
謙
譲
語
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
が
正
答
と
な
る
。
誤
答
の

中
で
最
多
で
あ
っ
た
イ
は
、「

お
伝
え
し
た
時
間
に
、
あ
な
た
の
お
宅
へ
参
り
ま
す
。」

と
な
っ
て
い

る
。
普
段
聞
き
慣
れ
な
い
「
参
り
ま
す
」
と
い
う
謙
譲
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く

使
わ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
敬
語
の
中
で
も

特
に
「
謙
譲
語
」
に
関
し
て
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
と
捉
え
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

敬
語
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
の
中
で
「
誰
が
」「

誰
に
対
し
て
」「

ど
ん
な
と
き
に
」
使
っ
て

い
る
の
か
に
気
付
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
様
々
な
日
常
会
話
で
敬
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
例
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
 

（
2）

敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
様
々
な
場
面
を
設
定
し
、
そ

の
際
に
適
切
な
敬
語
が
使
え
る
よ
う
に
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

(3
) 
具
体
物
を
使
っ
て
視
覚
化
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
「
丁
寧
語
」「

尊
敬

語
」「

謙
譲
語
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
色
を
変
え
て
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
か
せ
て
意
識
さ
せ
る
。
②
敬

語
が
誰
か
ら
誰
に
向
け
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
敬
意
の
方
向
を
矢
印
で
示
す
。
 

(4
) 
謙
譲
語
の
指
導
法
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
比
較
的
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
を
一
覧
表

に
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
実
演
さ
せ
る
こ
と
も
効

果
的
で
あ
る
。
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
際
に
は
必
ず
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の

を
作
成
さ
せ
る
。
ま
た
、
違
っ
た
形
の
謙
譲
語
を
三
つ
以
上
は
使
用
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
条

件
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
 

【
文
章
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
43
.8
％
】
 

こ
の
文
章
を
、
次
の
よ
う
な
見
出
し
を
つ
け
て
大
き
く
四
つ
に
分
け
ま
し
た
。
イ
と
ウ
の
項
目

の
中
の
、
□
に
入
る
段
落
番
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。
 

（
正
答
）
 
イ
 
９
 
 
ウ
 
10
 
 
※
両
方
で
き
て
正
解
 

 ■
 
結
果
 

 
 
答
え
方
は
、「

イ
 
５
～
□
、
ウ
 
□
～
16
」
の
空
欄
に
数
字
を
書
き
込
む
だ
け
な
の
で
、
無
答

は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を
答
え
た
り
、
一
方
の
み
が
間
違
っ
て
い
た
り
し

た
場
合
は
正
答
と
は
な
ら
な
い
。
誤
答
と
し
て
、「

イ
」
の
み
は

21
.1
％
、「

ウ
」
の
み
は

1.
4％

で

あ
り
、
「
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
た
」
が

31
.9
％
と
最
も
多
い
。
各
段
階
の
通
過
率
は
、
R1
＝

12
.8
％
、
R2
＝
22
.1
％
、
R3
＝
42
.4
％
、
R4
＝
66
.2
％
、
R5
＝
85
.5
％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

差
が
約

20
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
い
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
と
し
て
、
10

段
落
と

11
段
落
で
内
容
を
分
け
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
少
数

だ
が
、
同
じ
数
字
を
両
方
の
解
答
欄
に
答
え
た
り
、
９
段
落
と

11
段
落
を
入
れ
て
い
て

10
段
落
を

飛
ば
し
て
い
た
り
し
て
い
る
。
 

正
答
を
導
く
た
め
に
は
、
文
章
の
内
容
と
、
10

段
落
目
の
冒
頭
「
そ
れ
で
は
」
と
い
う
接
続
詞

や
文
末
表
現
「
～
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
言
葉
を
基
に
、
10

段
落
か
ら
「
知
能
」
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「

知
能
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
出
て
く
る
の
が

11
段
落
の
た
め
、
こ
こ
で
段
落
を
分
け
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
誤
答
の
要

因
で
あ
る
。
 

説
明
的
文
章
を
指
導
す
る
際
、
各
段
落
の
内
容
理
解
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
段
落
と
段
落
の
関
係
や

文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
、
表
現
に
着
目
し
て
文
章
を
読
み
直
し
、
文
章
の
特
徴
を
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
詞
や
指
示
語
の
働
き
に
着
目
し
、
段
落
内
の
意
味
や
働
き
だ
け
で
は
な
く
、
段
落
ご
と
の

働
き
を
捉
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

段
落
の
要
点
を
つ
か
み
、
小
見
出
し
を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
１
段
落
を

10
字
程
度
で
ま
と
め

る
等
、
条
件
を
付
け
る
こ
と
で
要
点
の
整
理
の
仕
方
が
明
確
に
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
付
け
た

小
見
出
し
を
基
に
、
文
章
全
体
の
構
成
が
分
か
る
よ
う
に
整
理
さ
せ
る
。
 

（
3）

段
落
に
は
、「

話
題
提
示
・
問
い
、
答
え
・
例
示
・
引
用
・
根
拠
、
主
張
」
等
が
あ
る
。
段
落
が

ど
れ
に
あ
た
る
か
前
後
の
関
係
を
踏
ま
え
て
考
え
さ
せ
る
。
全
て
の
段
落
で
行
わ
な
く
と
も
、

特
徴
的
な
段
落
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
考
え
さ
せ
る
だ
け
で
も
よ
い
。
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い

こ
と

を
確

か
め

た
り

，
足

り
な

い
情

報
を

聞
き

出
す

た
め

に
質

問
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
4
.0

7
4
.3

9
3
.1

9
6
.4

9
9
.0

9
9
.4

0
.2

2
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
自

分
の

考
え

と
の

共
通

点
・

相
違

点
を

整
理

す
る

こ
と

話
し

手
の

意
見

に
ふ

れ
な

が
ら

、
自

分
の

意
見

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

9
0
.8

5
3
.9

8
9
.4

9
6
.4

9
8
.0

9
9
.4

4
.9

3
7
.7

4
.0

0
.5

0
.3

0
.0

3
2

1
音

声
の

働
き

や
仕

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

イ
ン

ト
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
違

い
に

気
が

付
く

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
2
.2

2
6
.2

3
1
.1

3
9
.9

5
6
.8

8
2
.3

0
.6

4
.2

0
.3

0
.3

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

類
別

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

自
立

語
と

付
属

語
、

品
詞

の
分

類
を

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
7
.3

4
2
.4

6
4
.1

8
6
.4

9
1
.4

9
7
.8

0
.5

4
.2

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

5
3

1
文

脈
の

中
に

お
け

る
語

句
の

意
味

を
的

確
に

捉
え

、
理

解
す

る
こ

と
文

章
全

体
に

お
け

る
語

句
の

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
2
.6

3
1
.4

4
4
.8

6
9
.4

8
4
.4

9
1
.7

0
.2

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
中

心
的

な
部

分
と

付
加

的
な

部
分

を
読

み
分

け
、

目
的

や
必

要
に

応
じ

て
要

約
す

る
こ

と
中

心
的

な
部

分
を

押
さ

え
、

内
容

を
捉

え
て

要
約

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
3
.0

2
8
.8

6
0
.7

7
9
.5

9
3
.7

9
9
.4

0
.5

4
.2

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
目

的
や

必
要

に
応

じ
て

要
約

し
た

り
、

要
旨

を
捉

え
た

り
す

る
こ

と
要

旨
を

捉
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
3
.5

2
9
.8

6
0
.7

8
1
.6

9
1
.7

9
8
.9

0
.4

4
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
の

構
成

や
展

開
、

表
現

の
特

徴
に

つ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
説

明
の

仕
方

の
特

徴
を

捉
え

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

1
3
.8

2
.1

3
.2

1
2
.3

2
4
.6

5
0
.3

5
.8

4
3
.5

4
.8

0
.8

0
.0

0
.0

9
3

5
自

分
の

も
の

の
見

方
・

考
え

方
を

広
げ

る
こ

と
筆

者
の

も
の

の
見

方
に

対
す

る
自

分
の

考
え

を
知

識
や

経
験

を
基

に
し

て
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

8
6
.6

2
7
.7

8
2
.8

9
6
.5

9
8
.7

1
0
0
.0

9
.0

5
9
.7

1
0
.0

1
.0

0
.3

0
.0

1
0

4
1

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

・
会

話
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
。

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
2
.7

7
1
.7

9
1
.1

9
5
.7

9
7
.3

1
0
0
.0

0
.4

4
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

・
情

景
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
。

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
3
.9

7
0
.7

9
3
.1

9
7
.0

9
8
.7

1
0
0
.0

0
.3

3
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

の
構

成
や

展
開

・
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
7
.1

3
5
.1

6
7
.1

8
3
.0

9
6
.0

9
8
.9

3
.7

2
9
.3

2
.9

0
.4

0
.0

0
.0

1
3

4
4

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

と
ら

え
、

自
分

の
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
読

み
手

と
し

て
、

自
分

の
見

方
や

考
え

方
を

広
く

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
9
1
.0

3
8
.2

9
1
.0

9
8
.6

9
9
.7

1
0
0
.0

5
.8

4
5
.5

4
.5

0
.6

0
.0

0
.0

1
4

5
1

段
落

の
役

割
を

考
え

て
文

章
を

構
成

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
接

続
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
4
.7

7
0
.7

9
5
.2

9
7
.4

9
9
.3

9
9
.4

0
.4

3
.7

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

5
2

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
7
.1

3
.7

2
6
.7

5
0
.3

7
8
.7

9
7
.2

1
1
.7

5
3
.9

1
4
.7

5
.6

1
.3

0
.6

1
6

5
3

題
材

の
捉

え
方

、
材

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

題
材

の
捉

え
方

、
資

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

を
指

摘
し

て
助

言
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
9
.2

1
0
.5

3
4
.1

6
9
.2

9
2
.0

9
8
.9

1
4
.7

6
6
.5

2
1
.1

5
.6

1
.0

0
.0

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
7
3
.1

3
8
.6

6
4
.3

7
8
.1

8
7
.5

9
4
.6

9
5
6
.3

7
8
.2

4
9
.6

7
0
.4

8
2
.6

9
0
.3

9
6
.6

7
4
3
.8

6
6
.5

2
4
.5

5
6
.3

7
2
.3

8
4
.0

9
2
.1

0
0
.0

1

2
1
2
.5

2
9
2
.4

6
4
.1

9
1
.2

9
6
.4

9
8
.5

9
9
.4

3
1
8
.8

3
6
7
.0

2
8
.3

5
2
.0

7
2
.3

9
0
.0

9
8
.5

9
5
6
.3

4
7
3
.8

3
7
.3

6
6
.1

7
9
.3

8
7
.2

9
3
.2

2
1
2
.5

5
5
9
.7

3
4
.3

4
7
.6

6
3
.1

7
4
.1

9
0
.1

4
2
5
.0

A
7
6
.1

4
9
.2

6
9
.4

7
9
.7

8
6
.3

9
4
.8

5
3
1
.3

B
6
1
.9

2
4
.0

5
0
.4

6
7
.8

7
8
.6

8
8
.1

4
2
5
.0

C
8
8
.7

5
3
.9

8
5
.6

9
3
.6

9
7
.9

9
9
.7

3
1
8
.8

D
6
7
.0

2
8
.3

5
2
.0

7
2
.3

9
0
.0

9
8
.5

0
0
.0

E

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

9
.3

%
3
0
.1

%
3
7
.3

%
1
4
.6

%
8
.8

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

8
5
0
.0

2
1
2
.5

6
3
7
.5

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.3

%

3
0
.1

%

3
7
.3

%

1
4
.6

%

8
.8

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
気
が
付
く
こ
と
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
42
.2
％
】
 

太
郎
さ
ん
の
会
話
で
最
後
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
読
む
の
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
ど
ち
ら
で

す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
（
正
答
）
 
Ａ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

0.
6％

と
低
い
も
の
の
、
半
数
以
上
が
誤
答
の

B
を
選
ん
で
お
り
、
全
体
の
通

過
率
は

42
.2
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
26
.2
％
、
R2
＝
31
.1
％
、
R3
＝
39
.9
％
で
あ
り
、

他
の
段
階
間
と
比
較
し
て
差
が
小
さ
い
。
ま
た
、
R4
＝
56
.8
％
で
あ
り
、
他
の
基
礎
問
題
の
通
過
率

と
比
べ
る
と
低
い
。
R5
＝
82
.3
％
で
あ
り
、
R4

と
は

30
ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。

 
 

■
 
考
察
 

 
 
昨
年
度
の
調
査
で
も
同
様
の
「
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
問
う
設
問
の
通
過
率
が
低
か
っ
た
。
原

因
の
一
つ
は
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
で
は
な
い
か
。
最
近
は
、
教
材
文

の
音
読
や
日
常
会
話
の
際
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
せ
ず
、
平
坦
に
発
声
す
る
生
徒
が
多
い
。

ま
た
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
の
理
解
が
不
十
分
な
生
徒
も
い
る
。
 

し
か
し
、
通
過
率
の
低
さ
か
ら
そ
れ
だ
け
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り

設
問
が
具
体
的
に
な
り
、
解
答
の
形
式
が
二
者
択
一
で
あ
る
。「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
読

む
」
の
が
疑
問
の
場
合
で
あ
る
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
全
体
と
し
て
半
数
以
上
が
誤

答
で
あ
り
、
R4

に
至
っ
て
も

56
.8
％
の
通
過
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「

太
郎
さ
ん
の
会
話
で
最
後
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
読
む
」
と
い
う
設
問
文
か
ら
、
花
子
さ
ん
の
言
葉
も
含
ま
れ
る
と
考

え
、
最
後
が
疑
問
と
な
っ
て
い
る
Ｂ
を
選
ん
だ
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
問

題
文
の
理
解
が
不
十
分
な
た
め
に
起
き
た
誤
答
で
あ
る
。
R5

の
生
徒
は
、「

太
郎
さ
ん
の
会
話
で
」

と
い
う
表
現
か
ら
、「

太
郎
さ
ん
」
の
言
葉
を
考
え
れ
ば
良
い
と
い
う
設
問
の
趣
旨
を
十
分
理
解
す

る
力
が
あ
っ
た
た
め
、
8
割
以
上
が
正
答
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

ア
ク
セ
ン
ト
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
の
基
礎
的
な
用
語
を
知
識
と
し
て
押
さ
え
、
基
本
的
な

音
声
の
働
き
や
仕
組
み
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
時
間
を
設
け
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

授
業
時
に
文
章
を
声
に
出
し
て
読
む
機
会
を
多
く
取
り
入
れ
る
。
読
む
際
に
は
、
意
味
や
感
情

を
意
識
し
た
音
読
を
さ
せ
る
。
同
じ
せ
り
ふ
に
対
し
て
「
悲
し
い
」「

嬉
し
い
」
な
ど
の
気
持
ち

の
違
い
を
音
声
の
工
夫
で
表
現
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
条
件
を
付
け
て
発
表
さ
せ
る
指
導
を
し
て

い
く
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

（
3）

日
常
の
授
業
や
生
活
の
中
で
、
話
を
聞
い
た
り
、
文
章
を
読
ん
だ
り
す
る
と
き
に
、
内
容
を
理

解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
の
仕
方
か
ら
も
話
し
手
や
書
き
手
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
を
意

識
さ
せ
る
。
 

【
文
章
全
体
に
お
け
る
語
句
の
役
割
を
捉
え
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
62
.5
％
】
 

「
わ
か
ち
あ
い
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（
正
答
）
 
ウ
 
日
常
の
中
で
、
多
く
の
人
た
ち
と
感
情
を
理
解
し
あ
う
こ
と
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

62
.5
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
31
.4
％
、
R2
＝
44
.8
％
、
R3
＝

69
.4
％
、
R4
＝
84
.4
％
、
R5
＝
91
.2
％
で
あ
り
、
R1

と
2
が
半
数
を
超
え
て
い
な
い
。
無
答
は
、

R1
以
外
の
段
階
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
R1

だ
け
は

2.
6％

で
あ
る
。
正
答
は
ウ
だ
が
、

誤
答
と
な
る
ア
、
イ
、
エ
の
選
択
率
は
そ
れ
ぞ
れ

10
％
台
で
あ
り
、
正
答
以
外
は
ほ
ぼ
均
等
で
あ

る
。
 

 ■
 
考
察
 

「
わ
か
ち
あ
い
」
が
「
わ
か
ち
あ
う
こ
と
」「

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
、
正
答
で
き
な
い
設
問
で
あ
る
。
筆
者
は
言
葉
を
置
き
換
え

な
が
ら
論
を
進
め
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の
う
え
で
文
章
を
読
み
取
る
力
が
必
要
と
な

る
。
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
、
こ
の
文
章
の
読
解
は
難
し
い
。
同
じ
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
1
段
落
や

4
段
落
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
重
要
に
な
る

の
が
、
接
続
詞
「
つ
ま
り
」
の
役
割
で
あ
る
。「

つ
ま
り
」
の
用
法
を
理
解
し
、
意
識
し
て
読
め
ば
、

「
わ
か
ち
あ
い
」
と
「
わ
か
ち
あ
う
こ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
正
答
を
選
ぶ
の
も
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
R3

以
上
の
通
過
率
は
７
割
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
の
生
徒
の
多
く
に
は
基
本
的

な
読
む
力
が
身
に
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
R1

と
2
の
通
過
率
を
見
る
と
、
説
明
的
文
章
を

読
む
基
本
で
あ
る
「
接
続
詞
を
意
識
し
て
読
む
」
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、「

わ
か
ち
あ
い
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
日
常
生
活
で
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
言
葉
で

あ
り
、
な
じ
み
が
薄
い
の
も
誤
答
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
接
続
詞
を
意
識
し
て
読
む
」
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
接
続
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
と
文
章
の
中

で
の
役
割
を
確
認
し
な
が
ら
読
む
よ
う
指
導
す
る
。
特
に
、「

し
か
し
」
な
ど
の
逆
接
の
接
続
詞

や
、
結
論
を
表
す
こ
と
の
多
い
「
つ
ま
り
」
の
役
割
は
文
章
読
解
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
知

識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）
「
注
意
す
る
語
句
」
の
よ
う
な
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
の
学
習
を
継
続
し
て
行
う
。
そ
の
際
に
、

言
葉
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
文
章
中
で
の
使
わ
れ
方
、
短
文
作
り
な
ど
を
通
し
て
日
常
的
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.3

4
3
.5

6
6
.1

7
3
.5

8
2
.8

9
1
.2

0
.4

4
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
立

場
を

明
確

に
し

て
理

由
と

共
に

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

9
6
.1

7
8
.3

9
6
.0

9
8
.5

9
9
.5

1
0
0
.0

1
.4

8
.2

1
.1

0
.6

0
.0

0
.0

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

7
2
.9

4
5
.9

6
3
.2

7
5
.5

8
9
.0

9
3
.0

0
.3

3
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
4
4
.0

1
8
.8

2
7
.3

4
4
.5

6
7
.3

8
5
.1

0
.8

4
.8

0
.5

0
.4

0
.0

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
0
.2

2
6
.1

5
3
.5

7
7
.9

9
2
.3

9
9
.1

0
.7

6
.8

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

段
落

が
文

章
全

体
の

中
で

果
た

す
役

割
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
2
.2

2
0
.8

4
6
.7

6
9
.0

8
2
.0

9
3
.9

0
.8

7
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

3
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
5
.3

2
1
.3

4
8
.0

7
4
.9

8
5
.3

9
0
.4

1
.4

9
.7

0
.7

0
.6

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
説

明
の

仕
方

の
特

徴
を

捉
え

る
。

記
述

完
答

活
用

A
●

■
1
6
.9

1
.0

6
.0

1
6
.7

2
7
.3

6
2
.3

1
7
.4

5
5
.6

2
3
.3

1
2
.2

4
.8

1
.8

9
3

5
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
0
.4

1
3
.5

4
0
.7

6
8
.2

8
6
.0

9
4
.7

1
4
.9

5
6
.0

2
4
.5

6
.8

1
.0

0
.0

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
描

写
の

効
果

を
考

え
、

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
0
.8

3
9
.6

7
2
.3

8
9
.2

9
2
.0

9
7
.4

1
.4

1
3
.0

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
5
.4

2
6
.6

4
6
.3

5
5
.0

7
3
.8

9
0
.4

1
.4

1
3
.5

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

表
現

の
し

か
た

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

表
現

の
効

果
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

3
1
.2

3
.4

1
2
.8

3
4
.8

5
1
.5

7
3
.7

1
9
.4

5
8
.5

2
7
.7

1
2
.8

6
.0

1
.8

1
3

4
4

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
に

つ
い

て
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

知
識

や
体

験
を

基
に

し
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
2
.0

1
2
.1

4
7
.6

6
9
.3

8
5
.3

8
7
.7

1
4
.0

5
2
.2

2
0
.1

7
.5

2
.0

2
.6

1
4

5
1

立
場

、
事

実
や

事
柄

を
明

確
に

し
て

文
章

の
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

自
分

が
伝

え
た

い
こ

と
が

明
確

に
な

る
よ

う
な

構
成

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.5

2
7
.5

5
9
.2

7
9
.9

9
2
.0

9
8
.2

2
.2

1
4
.5

2
.2

0
.4

0
.0

0
.0

1
5

5
2

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
3
.5

3
.9

1
6
.5

5
0
.0

7
3
.5

9
3
.0

8
.0

3
8
.2

1
1
.4

2
.6

1
.0

0
.0

1
6

5
3

意
見

を
述

べ
た

り
、

助
言

し
た

り
し

て
、

自
分

の
考

え
を

広
げ

る
こ

と
説

得
力

を
も

た
せ

る
た

め
に

助
言

す
る

観
点

を
示

し
て

、
助

言
す

る
内

容
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
8
.1

2
.9

1
0
.3

2
8
.1

5
4
.0

6
8
.4

2
7
.6

6
8
.1

4
3
.8

2
0
.8

5
.5

2
.6

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
5
8
.3

2
4
.1

4
4
.5

6
2
.8

7
7
.1

8
8
.7

9
5
6
.3

6
6
.1

3
0
.0

5
3
.6

7
1
.0

8
4
.0

9
3
.2

7
4
3
.8

4
8
.3

1
6
.4

3
2
.8

5
2
.2

6
8
.1

8
2
.8

0
0
.0

1

2
1
2
.5

2
8
3
.7

6
0
.9

8
1
.0

8
6
.0

9
1
.1

9
5
.6

3
1
8
.8

3
4
8
.0

1
1
.4

2
8
.6

5
2
.7

7
3
.2

8
6
.5

9
5
6
.3

4
5
6
.0

1
8
.3

4
1
.6

6
1
.7

7
5
.0

8
7
.7

2
1
2
.5

5
5
8
.5

3
2
.4

4
5
.2

6
0
.0

7
8
.1

8
9
.0

4
2
5
.0

A
7
1
.1

4
6
.6

6
3
.1

7
3
.0

8
4
.6

9
2
.3

5
3
1
.3

B
5
5
.0

1
6
.5

3
9
.0

6
1
.3

7
4
.6

8
8
.1

4
2
5
.0

C
5
7
.4

2
0
.4

4
4
.8

6
2
.1

7
5
.6

8
7
.3

3
1
8
.8

D
4
8
.0

1
1
.4

2
8
.6

5
2
.7

7
3
.2

8
6
.5

0
0
.0

E

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

1
0
.0

%
2
6
.4

%
3
8
.8

%
1
9
.3

%
5
.5

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

7
4
3
.8

3
1
8
.8

6
3
7
.5

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
.0

%

2
6
.4

%

3
8
.8

%

1
9
.3

%

5
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
活
用
す
る
自
立
語
・
付
属
語
を
押
さ
え
て
、
単
語
を
分
類
す
る
こ
と
 

大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
44
.0
％
】
 

次
の
文
か
ら
、「

動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
た
も
の
と
し
て
正
し
い
も

の
を
あ
と
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
・
彼
女
の
明
る
い
笑
顔
は
、
ま
る
で
花
が
咲
い
た
よ
う
だ
。

 
（
正
答
）
ウ
 
動
詞
…
咲
い
 
 
形
容
詞
…
明
る
い
 
 
助
動
詞
…
よ
う
だ
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

44
.0
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
18
.8
％
、
R2
＝
27
.3
％
、
R3
＝

44
.5
％
、
R4
＝
67
.3
％
、
R5
＝
85
.1
％
で
あ
っ
た
。
ど
の
段
階
で
も
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問
と
比

べ
て
通
過
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
誤
答
と
し
て
は
、「

エ
 
動
詞
…
咲
い
た
 
形
容
詞
…
明
る
い
 

助
動
詞
…
よ
う
」
が
最
も
多
く
、
39
.5
％
と
な
っ
て
い
る
。
無
答
率
は

0.
8％

で
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
基
礎

C
と
い
う
最
も
基
礎
的
な
知
識
の
理
解
を
問
う
設
問
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
の
通
過

率
が

50
％
を
下
回
る
と
い
う
結
果
が
示
す
の
は
、
活
用
す
る
自
立
語
・
付
属
語
に
つ
い
て
の
理
解

が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
年
度
は
活
用
す
る
自
立
語
を
自
分
で
抜
き
出
す
設
問
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
年
度
は
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
無
答
率
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。

前
年
度
の
全
体
の
通
過
率
が

40
.2
％
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
調
査
結
果
で
は
若
干
上
向
い
て

い
る
も
の
の
、
基
礎
的
な
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 
 
誤
答
を
見
る
と
、
品
詞
の
種
類
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
て
い
る
も
の
の
、
動
詞
と
助
動
詞
を
単
語

と
し
て
正
し
く
抜
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
他
の
単
語
ま
で
含
め
て
し
ま
っ
た
り
、
活
用
語

尾
が
不
足
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
設
問
で
は
、
最
後
の
文
節
「
咲
い
た
よ
う
だ
」
が
「
咲

い
（
動
詞
）
／
た
（
助
動
詞
）
／
よ
う
だ
（
助
動
詞
）」

と
い
う
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

動
詞
「
咲
く
」
の
活
用
を
十
分
な
理
解
が
な
い
と
正
答
に
た
ど
り
付
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

活
用
す
る
自
立
語
・
付
属
語
の
種
類
や
活
用
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
事
項
を
確
実
に
理
解
さ
せ

た
上
で
、
穴
埋
め
や
抜
き
出
し
等
の
練
習
問
題
に
繰
り
返
し
取
り
組
ま
せ
る
。

 
（
2）

分
か
り
や
す
い
構
造
の
文
か
ら
複
雑
な
構
造
を
も
つ
文
ま
で
、
様
々
な
文
を
品
詞
分
解
し
、
文

の
中
で
活
用
す
る
自
立
語
・
付
属
語
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。
こ
の

と
き
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
競
わ
せ
る
活
動
も
取
り
入
れ
る
と
学
習
意
欲
を
喚
起
で
き
る
。
 

（
3）

品
詞
、
活
用
の
種
類
、
活
用
形
を
指
定
し
て
短
文
作
り
を
さ
せ
る
。
生
徒
の
作
っ
た
文
を
品
詞

分
解
す
る
と
、
口
語
文
法
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
正
し
い
文
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

【
登
場
人
物
の
言
葉
や
行
動
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

4（
2）

 
基
礎

C 
55
.4
％
】
 

「
で
も
な
、
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な

も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（
正
答
）
ア
 
カ
ッ
コ
悪
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
オ
ト
ナ
の
責
任
を
果
た
し
て
、
一
所
懸
命
に
生

き
て
い
る
だ
け
で
い
い
と
い
う
こ
と
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

55
.4
%で

あ
っ
た
。
他
の
基
礎

B・
C
の
通
過
率
と
比
較
し
て
も
、
R2

以
外
の

段
階
で
下
回
っ
て
い
た
。
誤
答
を
見
る
と
、「

エ
 
オ
ト
ナ
は
カ
ッ
コ
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
く
て

生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
カ
ッ
コ
悪
く
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
。」

が
28
.8
％
と

な
っ
て
い
る
。
無
答
率
は
全
体
で

1.
4％

で
あ
り
、
R3
～
5
に
無
答
は
な
か
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

選
択
肢
の
ア
と
イ
に
は
「
一
所
懸
命
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
、
ま
ず
選
択
肢
を
こ
の
二
つ

に
絞
っ
て
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
設
問
の
意
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
誤
答
と
し
て
イ
を
選
ん
だ

割
合
は

10
.5
％
で
あ
っ
た
 

そ
れ
に
対
し
て
最
も
多
か
っ
た
誤
答
は
エ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
設
問
の
傍
線
部
分
の
直
後
に
書

か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
問
題
文
の
傍
線
部
分
に
着
目
は
す
る
も
の
の
、
そ
の

前
後
に
わ
た
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
の
言
葉
や
行
動
を
ま
と
め
て
考
え
る
こ
と
ま
で
は
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
文
章
で
あ
れ
ば
、
設
問
の
言
葉
を
発
し
た
「
先
生
」
の
言
動
を

総
合
的
に
考
え
な
い
と
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
適
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

登
場
人
物
の
言
動
を
、
人
物
ご
と
に
抜
き
出
さ
せ
た
う
え
で
、
そ
の
人
物
の
人
柄
や
心
情
、
心

の
動
き
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
心
情
曲
線
を
用
い
て
心
情
の
変
化
を
表
し
、
そ
の

曲
線
の
根
拠
と
な
る
言
動
を
文
章
か
ら
抜
き
出
し
て
添
え
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
 

（
2）

登
場
人
物
の
特
定
の
言
葉
や
行
動
の
意
味
を
考
え
る
と
き
は
、
前
後
の
言
動
に
も
着
目
し
、
そ

の
真
意
に
迫
っ
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
言
動
に
至
っ
た
の
か
と
い
う

経
緯
や
、
表
面
的
な
言
動
の
奥
に
あ
る
登
場
人
物
の
心
情
を
、
文
章
表
現
を
根
拠
に
読
み
取
る

よ
う
に
さ
せ
る
。
 

（
3）

R1
・
2
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
個
別
指
導
を
行
う
。
考
え
の
根
拠
と
な
る
言
葉
や
文
を
見
付
け

さ
せ
る
。
重
要
語
句
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
か
せ
た
り
、
書
き
抜
き
を
さ
せ
た
り
し
て
、
叙
述

か
ら
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
効
果
的
な
授
業
形
態
を
工
夫
す
る
。
一
人
一
人
の
活

動
の
場
と
活
動
量
を
増
や
す
た
め
に
ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ
活
動
等
を
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
対
話
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
互
い
に
学
び
合
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：次期学習指導要領を見据えた一貫性のある国語教育    
 

○次期学習指導要領においては、資質・能力の三つの柱として、生きて働く「知識・技

能」、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」、学びを人生や社会に

生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」が示された。国語科では、これら柱の下

に整理された「言葉の見方・考え方」を中核とする資質・能力の【系統性】を構造的に

理解し、義務教育９年間を俯瞰した学習指導が求められる。 

○また、校種を超えた【協働】の下、言語活動の【連続性】を系統性に基づいて確保し、

一連の学習過程をスパイラルに繰り返すことが必要になる。 

○加えて、他教科等と連携して全ての学習の基盤となる言語能力を向上させるため、カリ

キュラム・マネジメントの観点から国語科が中心的役割を担う必要がある。 

 
表 現行学習指導要領に規定される「読むこと」の「自分の考えの形成及び交流」に係る 

指導事項の系統性 ※小学校第 5・6 学年のみ「文学的文章の解釈」を合わせて記載 
小学校  中学校  

第 1・ 2 学年  第 3・ 4 学年  第 5・ 6 学年  第 1 学年  第 2 学年  第 3 学年  
大 事 な 言 葉 や 文
を書き抜く  

目 的 や 必 要 に 応
じ て 文 章 の 要 点
や 細 か い 点 に 注
意 し な が ら 読
み 、 文 章 な ど を
引 用 し た り 要 約
したりする  

    

  登 場 人 物 の 相 互
関 係 や 心 情 、 場
面 に つ い て の 描
写を捉え  

  文 章 を 読 み 比 べ
るなどして  

優 れ た 叙 述 に つ
いて 

文 章 の 構 成 や 展
開 、 表 現 の 特 徴
について  

文 章 の 構 成 や 展
開 、 表 現 の 仕 方
について  

構 成 や 展 開 、 表
現 の 仕 方 に つ い
て 

根 拠 を 明 確 に し
て 

自 分 の 考 え を ま
とめる  

自 分 の 考 え を も
つ 

自 分 の 考 え を ま
とめる  

評価する  

文章の内容と    文 章 に 表 れ て い
る も の の 見 方 や
考え方を  

文 章 に 表 れ て い
る も の の 見 方 や
考え方について  

人 間 、 社 会 、 自
然などについて  

自 分 の 経 験 と を
結 び 付 け て 自 分
の 思 い や 考 え を
まとめ  

文 章 を 読 ん で 考
えたことを  

本 や 文 章 を 読 ん
で考えたことを  

捉え  知 識 や 体 験 と 関
連付けて  

考え  

発表し合う  発表し合い  発表し合い  
 一 人 一 人 の 感 じ

方 に つ い て 違 い
の あ る こ と に 気
付く 

自 分 の 考 え を 広
げ た り 深 め た り
する 

自 分 の も の の 見
方 や 考 え 方 を 広
くする  

自 分 の 考 え を も
つ 

自 分 の 意 見 を も
つ 
 

 

○国語科における授業改善は、教科書教材等の文章の内容を理解するだけではなく、目的

に応じて必要な情報を得たり、互いの考えを交流したりしながらその意味を見いだした

りするなど、課題の発見と解決に向け対話によって学びを深めていく、アクティブ・ラ

ーニングの視点での言語活動の充実や学習過程の改善が求められる。 

◯これらを踏まえると、重点課題として上に例示した「読むこと」における「自分の考え

の形成及び交流」は、次期学習指導要領に向け、より一層の改善が必要である。平成

28 年度調査は作者が表現した意味や意図、効果を論理的に説明する力の育成につなげ

るため、文章中の表現の工夫や特徴に着目させる設問を系統的に取り上げた。児童・生

徒が、叙述の中の重要な語句を手掛かりに文章を解釈し、交流することによってものの

見方や考え方を広げられようにすることが求められる。そのため授業者は、児童・生徒

の言葉に対する感度を高め、交流する必要感をもたせる学習課題の設定を意図的に工夫

する必要があり、このことが次期学習指導要領の示す内容の実現につながっている。 
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